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歯
は
生
涯
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。

食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、

豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　
歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
、

フ
ッ
化
物
の
入
っ
た
水
で
プ
ク

プ
ク
う
が
い
を
す
る
「
フ
ッ
化

物
洗
口
」。
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質

表
面
に
フ
ッ
化
物
を
作
用
さ
せ

て
む
し
歯
を
予
防
し
ま
す
。

９月８日からフッ化物洗口を
始めた泉第八小学校の児童たち小

中
学
校
で

フ
ッ
化
物
洗
口

　
　
ス
タ
ー
ト
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郷里を舞台に映画を製作
トップアスリート育成事業

「せせらぎ」入館者300万人達成
マージャンで健康・仲間・生きがいづくり
100歳おめでとうございます
　　　　　　　　　　　　 　　    他９件

もののふの美と心
市立博物館 秋季特別展覧会

特集 フッ化物洗口

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ

★

　絵本やおはなしが好きになったきっかけ
は、子どもの頃、毎月買ってもらっていた
福音館書店の「こどものとも」のほかに、
寝る前に父が即興・創作で話してくれたお
はなしの影響もある。「暗い寝床で、情景
を想像しながら聞く話は、とても面白く
楽しみにしていました」。そう語るのは、
３０年目を迎える読み聞かせボランティア

「子羊文庫」代表の早木香屋子さん。
　読み聞かせとの出会いは「わが子への読
み聞かせ」で、２ヵ月の息子が足をばたば
たさせて喜ぶので、うれしくて毎日読んで
いたという。小さい子どもと親にとって絵
本は、知識やしつけなどのためよりも、親
子のコミュニケーションの１つ。絵本を通
しておはなしの世界・時間を共有し、親子
を温かくつないでくれる。
　子羊文庫の主な活動は、おはなし会。『私
たちが読む本の中から、大好きな絵本が見
つかるかもしれない』との思いから、毎週
土曜の午後 3 時から「幼児・小学生向け
おはなし会」、第１木曜の午前 11 時から
は「０・１・２才児向けおはなし会」を市
立図書館本館のおはなしコーナーで開催し

読み聞かせ を通して
親子を温かくつなぎたい

早
は や き

木 香
か や こ

屋子 さん  　（本野町）

子羊文庫 代表

ている。「おうちの人の声による読み聞か
せが一番だが、親子で図書館のおはなしの
会にも参加して楽しんでもらいたい。本を
借りに来たついでにぜひ、私たちのおはな
し会も聞いてみて欲しい。季節や年齢に
合った本を選んでいるので、新しく出会う
本があるかもしれません」と語る。
　おはなし会で行うペープサートやパネ
ルシアターも子どもたちに大人気。会の
みんなの手作りで、新作を手がけ、今で
は１５０ほどの作品がある。
　子羊文庫が長年活動を続けてこられた
のは、メンバーみんなの根底にある「本
が好き」という思い。そして、本に対す
る学習意欲や練習を欠かさず研究して臨
む姿勢などの素晴らしさがあることだ。
さらに原動力になっているのは、読み聞
かせのときに熱心に聞いてくれる子ども
たちのキラキラした瞳に出会うこと。毎
回、子どもたちから元気をもらって、読
んだ自分たちも温かな気持ちになるとい
う。
　子羊文庫 30 周年記念「大人のための
おはなし会」を、文化の日の 11 月３日
㈪午後２時から八代ホワイトパレスで開
催する（中学生以上が対象）。「自分で読
むのと聞くのは違います。ぜひ体験して
欲しい」と早木さん。入場は無料だが、
申込みが必要。
　　　　　　連絡先：早木☎ 34-5761

▲子羊文庫の皆さん。
　子どもと本が好きなメンバー募集中



　
　
　
　
　
　
　
　

 
も
の
の
ふ(

武
士)

に
と
っ
て
刀
剣
と

は
、
実
用
の
武
具
で
あ
る
と
同
時
に
特
別

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
主
君
か
ら
拝

領
し
た
刀
剣
は
家
の
ほ
ま
れ
で
あ
り
、
武

士
の
美
学
を
象
徴
す
る
存
在
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

肥
後
細
川
藩
の
筆
頭
家
老
で
八
代
城
を

あ
ず
か
っ
た
松
井
家
に
は
、
中
世
以
来
の

名
刀
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

特
徴
は
、
実
戦
に
適
し
た
「
用よ

う

の
美
」
を

備
え
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、刀
身
を
収
め
る
刀と

う
そ
う
ぐ

装
具(

拵
こ
し
ら
え)

は
、

肥
後
金
工
師
に
よ
る
装
飾
金
具
を
用
い
た

「
肥ひ

ご
こ
し
ら
え

後
拵
」。
茶
人
細
川
三
斎
の
好
み
を
伝

え
る
侘わ

び
た
趣
き
が
、
全
国
の
刀
剣
フ
ァ

ン
を
う
な
ら
せ
ま
す
。

 

本
展
覧
会
は
、
松
井
文
庫
が
所
蔵
す
る

刀
剣
・
刀
装
具
の
全ぜ

ん
ぼ
う貌
を
、
は
じ
め
て
八

代
で
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

同
時
に
、
八
代
の
誇
る
松
井
文
庫
設
立

30
周
年
を
記
念
し
て
、
秀
吉
や
家
康
な
ど

天
下
人
か
ら
拝
領
し
た
松
井
家
伝
来
の
家

宝
、
松
井
家
と
関
わ
り
の
深
い
宮
本
武
蔵

ゆ
か
り
の
品
々
も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

■開館時間
　午前９時～午後５時
　　（入館は午後４時 30 分まで）
■休館日
　10 ／ 27 ㈪
　11 ／４㈫・10 ㈪・17 ㈪・25 ㈫　
■入館料
　一　般　６００円 ( ４８０円 ) 
　高大生　４００円 ( ３２０円 ) 
　　※（　 ）内は 20 名以上の団体料金
　　※中学生以下無料
　　※ 11 月３日（月・文化の日）は無料開放
■主　催
　八代市立博物館未来の森ミュージアム／
　八代市／松井文庫／熊本日日新聞社
■協　賛
　宮嶋利治学術財団

市立博物館未来の森ミュージアム　秋季特別展覧会

もののふ の 美と心
～八代城主・松井家の刀剣と刀装具～
10 月 24 日㈮～ 11 月 30 日㈰ 問合せ  市立博物館 ☎３４－５５５５
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「巌
がんりゅうじま

流島では  こんな木刀で戦った」
　と 武蔵が削り  松井家に贈った木刀　
　　　　　　（江戸時代）

細
川
三
斎
が
実
戦
経
験
を
も
と
に
考
案
し
た
甲
冑
（
江
戸
時
代
）

松
井
家
二
代
興
長
の
肖
像
画
（
寛
文
三
年
・
一
六
六
三
）

秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
兎
耳
の
兜
（
桃
山
時
代
）

武
家
の
お
洒
落
ア
イ
テ
ム
「
肥
後
拵
」（
江
戸
時
代
）

シ
ン
プ
ル
さ
の
中
に
漂
う
風
格
「
武
蔵
拵
」

（
江
戸
時
代
）

鮮
や
か
な
刃
文
が
魅
力
　
刀
　
無
銘
　
助
真
（
鎌
倉
時
代
）

◆特別講演会Ⅰ
　 「刀剣講話―松井家伝来刀の魅力―」
と き　10 月 25 日㈯　午後１時 30 分～
講 師　稲田和彦 氏
　　　　（京都国立博物館名誉館員）　
共 催　宮嶋利治学術財団
◆特別講演会Ⅱ
　「戦国時代の松井家」
と き　 11 月 29 日㈯　午後１時 30 分～
講 師　林　千寿（市立博物館学芸員）
◆実演講座
　「刀剣研磨師のしごと」
と き　11 月 15 日㈯　午後１時 30 分～
講 師　正

まさうみ

海郁雄 氏（刀剣研磨師）
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歯も元気になって歯
ハ

ッピー

　

日
本
人
1
人
当
た
り
の
永
久

歯
の
平
均
む
し
歯
数
は
８
・
９

本
、
む
し
歯
が
原
因
で
抜
歯
と

な
っ
た
永
久
歯
は
８
・
３
本
で

す
（
平
成
23
年
歯
科
疾
患
実
態

調
査
／
厚
生
労
働
省
）。
永
久

歯
28
本
の
う
ち
3
割
以
上
が
む

し
歯
に
な
り
、
む
し
歯
の
た
め

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

地
域
別
に
見
る
と
、
熊
本
県

は
12
歳
児
の
む
し
歯
が
1
人
当

た
り
２
・
６
本
と
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
2
位
で
す
（
平
成
21
年
度

文
部
科
学
省
学
校
保
健
統
計
調

査
）。む
し
歯
が
あ
る
人
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
小
中
学
校
の
時
期
を
通
し

て
約
7
割
の
児
童
や
生
徒
に
む

し
歯
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
む

し
歯
に
な
る
ほ
と
ん
ど
が
小
学

校
の
時
期
で
す
。

　むし歯や歯周病は食生活や社会生活などに支障をきたし、全身の健康にも
影響を及ぼします。歯や口腔の健康を保つことは、食物を咀嚼するだけでなく、
食事や会話を楽しむなど豊かな生活を送るための基礎となります。
　むし歯予防方法の1つである「フッ化物洗口」の取り組みを紹介します。

熊
本
県
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
2
位

フ
ッ
化
物
洗
口

　

地
域
別
で
ト
ッ
プ
の
新
潟
県

は
０
・
８
本
と
熊
本
県
と
は
１
・

８
本
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。
新

潟
県
で
は
１
９
７
０
年
か
ら

フ
ッ
化
物
洗
口
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
、

フ
ッ
化
物
水
溶
液
を
用
い
て
プ

ク
プ
ク
う
が
い
を
行
い
、
歯
の

エ
ナ
メ
ル
質
表
面
に
フ
ッ
化
物

を
作
用
さ
せ
て
む
し
歯
を
予
防

す
る
方
法
で
す
。
む
し
歯
予
防

の
有
効
性
と
安
全
性
は
既
に
多

く
の
研
究
機
関
が
50
年
以
上
に

わ
た
り
確
認
。
世
界
保
健
機
関

や
厚
生
労
働
省
を
は
じ
め
と
す

る
国
内
外
の
専
門
機
関
が
一
致

し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
平
成
22
年
に
制

定
さ
れ
た
「
熊
本
県
歯
及
び
口

腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」

に
基
づ
き
、
歯
磨
き
や
食
生

活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
加
え
、

フ
ッ
化
物
応
用
に
よ
る
歯
質
の

強
化
に
取
り
組
み
、
学
校
な
ど

で
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

八
代
市
で
は
市
内
の
小
中
学

校
で
週
1
回
、
今
年
度
中
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
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歯も元気になって
歯ッピー

　

フ
ッ
素
に
は
む
し
歯
予
防
に

関
す
る
次
の
3
つ
の
働
き
が
あ

り
ま
す
。

◆
歯
質
の
強
化

　

歯
の
表
面
を
酸
に
溶
け
に
く

い
性
質
に
し
ま
す
。

◆
再
石
灰
化
の
促
進

　

初
期
の
む
し
歯
の
表
面
で
は
、

脱
灰
と
再
石
灰
化
が
繰
り
返
さ

れ
、
脱
灰
が
進
行
す
る
と
む
し

歯
に
な
り
ま
す
。
フ
ッ
化
物
は

再
石
灰
化
を
促
進
し
ま
す
。

※
脱
灰
…
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質
か
ら
カ
ル

　
シ
ウ
ム
の
結
晶
が
溶
け
出
す
現
象

◆
抗
菌
作
用

　

む
し
歯
菌
の
出
す
酵
素
に

よ
っ
て
酸
が
作
ら
れ
る
過
程
を

防
ぎ
ま
す
。

フ
ッ
化
物
を
利
用
し
た

予
防
方
法

フ
ッ
化
物
洗
口

の
利
点

　

予
防
方
法
は
主
に
3
つ
あ
り

ま
す
。

●
フ
ッ
化
物
入
り
の
歯
磨

　

き
剤
に
よ
る
歯
磨
き

●
歯
科
医
院
で
の
フ
ッ
化

　

物
歯
面
塗
布

●
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小

　

中
学
校
で
集
団
で
の
フ
ッ

　

化
物
洗
口（
週
1
回
～
5

　

回
）

・
方
法
が
簡
単
で
、
む
し
歯
の

　

予
防
効
果
が
大
き
い

・
永
久
歯
が
生
え
か
わ
る
4
～

5
歳
か
ら
始
め
る
と
効
果
的

・
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
る

（
比
較
的
安
価
）

・
集
団
で
行
う
こ
と
で
教
育
的

効
果
が
あ
る

・
歯
ブ
ラ
シ
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
に
も
効
果
を
発
揮
す
る

平成18年

順位 都道府県名
12歳児
*DMFT

1 新潟 1.0

2 広島 1.1

3 愛知 1.2

4 東京 1.3

5 長野 1.3

43 熊本 2.4

平成 21年

順位 都道府県名 12歳児
DMFT

1 新潟 0.8

2 愛知 0.9

3 岡山 0.9

4 京都 0.9

5 広島 0.9

46 熊本 2.6

平成 25年

順位 都道府県名 12歳児
DMFT

1 新潟 0.6

2 岐阜 0.6

3 長野 0.7

4 静岡 0.7

5 愛知 0.7

41 熊本 1.4

12 歳児の1人平均むし歯本数
（出典：文部科学省学校保健統計調査）

14
年
連
続
1
位
の

新
潟
県

　

平
成
25
年
文
部
科
学
省
の
学

校
保
健
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

新
潟
県
の
12
歳
児
の
1
人
平
均

む
し
歯
本
数
は
、
０
・
6
本
で

14
年
連
続
日
本
一
を
達
成
し
ま

し
た
。

　

新
潟
県
は
昭
和
56
年
に
子
ど

も
の
む
し
歯
予
防
に
重
点
を
置

い
た
「
む
し
歯
半
減
10
か
年
運

動
」
を
開
始
。
当
時
は
12
歳
児

の
90
％
以
上
に
む
し
歯
が
あ

り
、
1
人
平
均
む
し
歯
本
数
が

5
本
以
上
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
以
上
に
わ
た

り
、
新
潟
県
は
歯
科
医
師
会
な

ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
全

国
に
先
駆
け
て
フ
ッ
化
物
洗
口

な
ど
の
む
し
歯
予
防
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
12
歳
児
の
む
し

歯
本
数
は
9
分
の
1
以
下
に
減

少
し
、
4
人
に
3
人
は
む
し
歯

が
1
本
も
あ
り
ま
せ
ん
。

むし歯本数には、
治療済みの歯も
含まれています。

フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素
）

の
役
割

※DMFT…1人平均むし歯数

歯質強化

酸産生の抑制と
再石灰化の促進



丸山大
たいが

河くん 黒木寿
かずや

哉くん 山村愛
まなみ

美さん

フッ化物洗口

をみんなです

るから楽しい。

むし歯になら

ないように頑

張ります。

むし歯がない

真っ白な歯を

保ちたいです。

音楽に合わせ

てうがいをす

るから楽しい。

フッ化物洗口

はうがいをす

るだけだから

簡単。家でも

やってみたい

と思いました。

八
代 

フ
ッ
化
物
洗
口 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ク
プ
ク
う
が
い 

で 

む
し
歯
予
防

洗口液10mlを量り、1人
分ずつ分注します。

音楽に合わせて 1分間プクプ
クうがいを行います。

保健センターからフッ化物洗
口液が学校へ配達されます。

 6Yatsushiro 2014.10

プクプクうがいが終了したら
フッ化物洗口液を吐き出しま
す。洗口後30分間はうがいや
飲食を避けます。



歯も元気になって
歯ッピー
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熊
本
県
の
児
童
生
徒
の
む
し

歯
有
病
状
況
が
全
国
に
比
べ
憂

慮
す
べ
き
状
況
で
す
。
フ
ッ
化

物
洗
口
は
む
し
歯
予
防
の
有
効

な
手
段
の
1
つ
で
あ
り
、
安
全

性
と
有
効
性
が
科
学
的
に
立
証

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
熊
本

県
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
熊
本
県
の
12
歳

児
の
1
人
平
均
む
し
歯
本
数
は

１
・
４
本
で
、
熊
本
県
歯
科
保

健
医
療
計
画
（
平
成
25
年
～
29

年
）
で
は
1
人
平
均
む
し
歯
本

　

生
え
て
き
た
ば
か
り
の
歯
は

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
歯
の
表
面
の
エ
ナ
メ

ル
質
が
完
全
に
は
完
成
し
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
唾
液
中
に
含

ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
を
吸

収
す
る
こ
と
に
よ
り
成
熟
し
堅

く
な
り
ま
す
。
そ
の
際
フ
ッ
素

も
と
も
に
吸
収
さ
せ
る
と
、
よ

り
歯
の
表
面
を
強
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
む
し
歯
に
な
り
に
く

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
は
歯
磨
き
だ
け

で
は
な
く
、
フ
ッ
化
物
洗
口
も

行
っ
て
二
重
に
役
立
て
て
ほ
し

い
で
す
。
フ
ッ
素
に
含
ま
れ
る

フ
ッ
化
カ
ル
シ
ウ
ム
が
歯
の
エ

ナ
メ
ル
質
に
作
用
す
る
よ
う
、

ま
ず
は
歯
磨
き
。
き
ち
ん
と
歯

の
表
面
の
汚
れ
を
落
と
し
て
か

自
立
的
な

健
康
づ
く
り
の
育
成

む
し
歯
予
防
の
基
本

〝
歯
磨
き
”

学校歯科委員会
委員　宮﨑修一さん

ら
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
十
分
な
効
果
を
得
る

た
め
に
、
洗
口
後
30
分
間
は
う

が
い
や
飲
食
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

小
学
生
の
時
期
は
歯
が
生
え

か
わ
る
た
め
、
口
腔
の
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ま
た
小

学
校
に
入
学
す
る
頃
に
は
、
歯

ブ
ラ
シ
が
届
き
に
く
い
6
歳
臼

歯
が
生
え
て
き
ま
す
。
磨
き
残

し
な
ど
に
よ
り
む
し
歯
と
な
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
フ
ッ
化
物

洗
口
は
む
し
歯
予
防
に
大
い
に

役
立
ち
ま
す
。

　

八
代
市
で
は
今
年
度
か
ら
小

中
学
校
を
対
象
と
し
た
フ
ッ

化
物
洗
口
が
始
ま
り
ま
す
が
、

フ
ッ
化
物
洗
口
は
各
家
庭
で
も

で
き
る
む
し
歯
予
防
方
法
の
１

つ
で
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
の
薬

剤
は
歯
科
医
院
に
も
置
い
て
あ

る
の
で
、
気
軽
に
尋
ね
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

乳
歯
は
生
え
か
わ
り
ま
す

が
、
永
久
歯
は
生
え
か
わ
り
ま

せ
ん
。む
し
歯
に
な
っ
た
場
合
、

基
本
的
に
治
療
以
外
の
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
む
し
歯
に

な
ら
な
い
よ
う
自
分
の
口
腔
に

興
味
関
心
を
持
ち
、
き
ち
ん
と

管
理
す
る
こ
と
が
む
し
歯
予
防

の
第
一
歩
で
す
。

Interview

生
涯
生
え
て
く
る

歯
の
数
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

噛
め
る
喜
び
を

歯
と
と
も
に
感
じ

む
し
歯
を
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

フ
ッ
化
物
洗
口
が

始
ま
る
の
を
機
に

あ
な
た
の
大
切
な

歯
の
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

数
の
目
標
を
1
本
以
下
と
し
て

い
ま
す
。
全
国
平
均
が
1
本
で

あ
る
た
め
、
ま
ず
は
全
国
平

均
以
下
に
な
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
ま
た
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の

効
果
が
表
れ
て
く
る
の
は
開
始

し
て
か
ら
２
～
３
年
後
と
な
り

ま
す
の
で
、
平
成
29
年
に
は
目

標
を
達
成
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

フ
ッ
素
は
自
然
界
に
広
く
存

在
し
て
い
る
も
の
で
す
。
私
た

ち
が
口
に
す
る
肉
や
魚
、
土
や

海
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
歯
磨
き
粉
の
9
割

に
フ
ッ
素
が
配
合
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
フ
ッ
素
で
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
40
年
以

上
に
わ
た
り
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
る
新
潟
県
で
も
、

こ
れ
ま
で
問
題
は
起
き
て
お
ら

ず
、
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

む
し
歯
予
防
の
基
本
で
あ
る

歯
磨
き
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

た
ち
に
は
歯
質
強
化
の
方
法
と

し
て
フ
ッ
化
物
応
用
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
分
の
歯
の
健
康
づ

く
り
を
実
践
で
き
る
力
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

Interview

県健康づくり推進課　三浦幸輔さん
左 県体育保健課　冨下春海さん
右

問
合
せ

は
つ
ら
つ
健
康
課
☎
32
７
２
０
０

学  

校  

教  

育  

課
☎
33
６
８
４
７
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駐車場を事前チェック
 迷惑駐車はしない

　会場内・近辺に駐車場はありません。駐
車場は、大会ＨＰやチラシなどでご確認
ください。 また、迷惑駐車は緊急車両の
通行にも支障をきたし危険です。 必ず、
指定された場所に駐車してください。

　
北
は
秋
田
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
の
有
名
花

火
師
が
そ
の
技
と
華
麗
さ
を
競
い
合
う
西
日
本
唯
一
の

全
国
花
火
競
技
大
会
。27
回
目
と
な
る
今
年
の
大
会
は
、

光
の
滝
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
花
火
」
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、

競
技
花
火
（
３
部
門
）
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
な
ど
約

１
万
２
千
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
華
麗
で
迫
力
あ
る
花

火
が
八
代
の
夜
空
を
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

◆全国の部10号玉（21業者）

料金　往復500円 （小学生以上有料）

イオンショッピングセンター  ～
        　　  日本製紙グラウンド

内港駐車場 ～ ゆめタウン ～ 松濱
軒駐車場 ～ 日本製紙グラウンド

日奈久駐車場（日奈久ドリームラン
ド「シー・湯・遊」）～ 会場前

経路

経路

経路

◆全国・九州の部５号玉（30業者）

◆九州の部スターマイン（９業者）

各業者１発打上げで採点

各業者５発連続打上げで採点

各業者 250 発連続打上げで採点

★
    絶   景

ポイント

エキサイトシート

10月 18 日㈯
球磨川河川緑地 

★会場内では、フリーアクセス WiFi が
　利用できます。提供：NTT 西日本

や
つ
し
ろ
全
国
花
火
競
技
大
会

第
27
回

（新萩原橋上流）

交通規制前の道路上での場
所取り、安全柵へのシート
巻は危険ですのでお止めく
ださい。
見つけた場合は撤去します。

※少雨決行。 打上げ箇所流失や荒
　天の場合11月8日（土）に延期

　午後６時～８時

　大会オフィシャルグッズ

各 1,000 円

・ 物 産 展 　 　   正午～
・ ステージイベント 午後 2 時～

花火大会ＨＰ
Ｑ Ｒ コ ー ドくまモンも来るよ

競技種目

大会シャトルバス

A

Ｂ

Ｃ

①

大会会場のみでの販売です。
①マフラータオル（紫）②マフラータオル（黒）
③はっぴ型手ぬぐい

② ③数量限定

観覧禁止区域

分 煙  にご協力を
喫煙所は会場内トイレ横などに設置します

ごみの持ち帰り にご協力を

　　やつしろ全国花火競技大会実行委員会事務局（観光振興課内）☎ 33-4115　　　ハローダイヤル☎ 050-5548-8686　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         全国花火競技大会ホームページ　http://hanabi.gorotto.com/　　         駐車場の空き状況もリアルタイムで確認できます

　ポイ捨てが多く見られます。また
学校の敷地内は禁煙です。

★



  9 Yatsushiro 2014.10

    ①新萩原橋南側堤防入口

   前日～22:00
    ②新萩原橋北側堤防入口

   14:00～22:00
※河川敷会場一帯は、前日から
　一般車両進入禁止となります。
※規制時間は、車両の混み具合
　で変更の場合があります。

◀

エキサイトシート（3,000 席）
個人指定席：観覧席の最前列エリア

全国ローソンチケットで販売
　　（満席になり次第終了）

①各有料席には専用トイレを設置
②有料プログラム、ペンライト付き
　（エキサイトシート、ドリームシートのみ）

ブロック指定：大会本部前の堤防エリア

自由席：ソフトボール球場特設エリア

ド リ ー ム シ ー ト （2,000 席）

スタジアムシート（2,000 席）

▶料金　（小学生以上有料）

▶特典

▶購入方法

大会当日の花火を画題としたフォ
トコンテストを実施します。
デジカメでも銀塩カメラでも出品
可能です。（１人３点まで）

カラープリント四ツ切（254×305ｍｍ）
カラープリントワイド四ツ切（254×365ｍｍ）
カラープリントＡ４サイズ

（当日消印有効）

◆最優秀賞（１点）：賞金５万円
◆優 秀 賞（２点）：賞金３万円
◆入　　賞（10点）：記念品

賞の区分

作品規定

応募締切　10 月 31 日㈮

問合せ
やつしろ全国花火競技大会実行
委員会事務局（観光振興課内）

☎33-4115
※ 応募の方法など詳細は、大会ホームページ
　 http://hanabi.gorotto.com/  に掲載し
　ています。

※観覧席には当日午後１時から入場可。
※エキサイトシート・ドリームシートの人にはプ
　ログラムとペンライトを会場でお渡しします。
※観覧席は禁煙となります（喫煙所あり）。

 16:00～22:00

② 高田記念碑前・八代工業高校前・ 
    平山新町の各交差点

① 国道3号八代インター付近臨港
　 東方町交差点～国道3号シルバ
　 ーバック前旭中央通交差点

 14:00～22:00
① 萩原町・上日置町・古麓町
　　（球磨川河川堤防道路）
② 麦島東町（新前川堰管理橋）
③ 八代清流高校横道路（前日から規制）
④ 砥崎橋～西部大橋（坂本町古田）

この辺り混雑します。
上流の  ★  付近がお薦めです。

球磨川

キャンピングカー

ドリームシート

エキサイトシート

スタジアムシート

◯

シャトルバス乗降場
（日奈久駐車場行き）

Ｃ

前日からの道路上で
の場所取りは危険で
すので、お止めくだ
さい。

新萩原橋は、午後7時
30分頃からしばらく
の間、歩行者天国とな
ります。橋上からの観
覧はできません。

駐車可

シャトルバス乗降場
（日本製紙グラウンド）◯A Ｂ

至
出
町

防寒対策を

今年もしっかり

 エフエムやつしろ（76.5 ＭＨＺ）

実況生中継。会場周辺の様子や駐車場

情報なども随時放送

10月上旬から八代市役所、八代よかと

こ宣伝隊、各観光案内所などで１部100

円で販売します。（当日は会場内でも販売）

 暗闇でプログラムを見るときの必需

品。大会のフィナーレを飾る花火師と

の光の交流にもご参加ください。

◆ＦＭラジオ 

◆大会プログラム

◆懐中電灯（ペンライト）

 
花火観賞
３点セット

八代地域ポータル「ごろっとやっちろ」
で花火の模様をライブ中継します。

http://hanabi.gorotto.com/

ネットライブ中継

フォトコンテスト作品募集
有料観覧席

３，５００ 円／人　

Ｌコード　８７８９０

２，５００ 円／人　

１，５００ 円／人　

末広公園
自転車置場

自転車
置場

花火をより深く鑑賞できるよう、大
会当日、花火セミナーを開催します。

【第1回】 午後2時～
【第2回】 午後3時30分～（各回とも約30分）

小西亨一郎氏 （花火研究家）

▶日時　10 月 18 日㈯

▶場所　萩原会館（八代駅から徒歩1分）

▶講師　大曲花火倶楽部 副会長

▶内容　花火鑑賞のポイントなど
▶入場料  無料

花火セミナー

残りわずか

　　やつしろ全国花火競技大会実行委員会事務局（観光振興課内）☎ 33-4115　　　ハローダイヤル☎ 050-5548-8686　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         全国花火競技大会ホームページ　http://hanabi.gorotto.com/　　         駐車場の空き状況もリアルタイムで確認できます
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●
ポ
イ
ン
ト
１
　
血
圧
測
定

　

血
圧
は
、
か
ら
だ
の
大
切
な
情
報
で
す
。
よ

り
正
確
な
測
定
値
を
得
る
た
め
に
は
、

　

・
で
き
る
だ
け
、
同
じ
条
件
で
測
定
す
る
。

　

・
測
定
す
る
側
の
腕
と
心
臓
の
位
置
を
同
じ

　
　

高
さ
で
測
る
。

　
①
正
し
い
測
定
方
法

　

血
圧
は
１
日
の
う
ち
で
も
か
な
り
大
き
く
上

下
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
や
睡
眠
、
生
活
状
態
の

変
化
な
ど
の
影
響
も
受
け
ま
す
。

　

健
診
や
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

機
会
を
と
ら
え
て
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

【
安
静
状
態
で
】

　

椅
子
に
座
っ
て
１
～
２
分
た
っ
て
か
ら
測
定

し
ま
し
ょ
う
。（
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
大
き
く

深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
）

【
正
し
い
姿
勢
で
】

　

腕
帯
な
ど
を
巻
き
つ
け
た
腕
は
、
心
臓
の
高

さ
で
測
定
し
ま
し
ょ
う
。

高
血
圧
の
発
症
予
防
　
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
　
＋

【
い
つ
も
同
じ
時
間
に
】

　

朝
・
昼
・
夜
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
も
変
動
し

ま
す
。
で
き
る
だ
け
時
間
帯
を
決
め
て
測
り
ま

し
ょ
う
。

　
②
高
血
圧
の
診
断
基
準
値
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

血
圧
測
定
は
、
血
圧
の
お
薬
で
治
療
を
受
け

る
場
合
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
も
役
立
ち
ま
す
。

記
録
し
て
主
治
医
に
見
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

高血圧の診断基準
（降圧治療の対象）

収縮期 拡張期

病院で
測定

１４０
以上

９０
以上

家庭で
測定

１３５
以上

８５
以上

　※糖尿病や腎障害がある場合は、
　この基準は用いません。

　
●
ポ
イ
ン
ト
２
　
食
　
事

１
．
ま
ず
は
減
量
を

　

適
正
体
重
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
22

　
　
　

＝
適
正
体
重
（
㎏
）

２
．
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
と
り
す
ぎ
な
い

　

高
血
圧
の
最
大
原
因
。
便
利
な
加
工
食
品
や

外
食
の
場
合
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

３
．
カ
リ
ウ
ム
を
摂
る

　

カ
リ
ウ
ム
に
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄
作
用
が

あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
の
食
事
に
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野

菜
を
１
皿
加
え
ま
し
ょ
う
。

　

※
た
だ
し
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
人
は

摂
り
す
ぎ
る
と
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
医
師
や
栄
養
士
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
●
ポ
イ
ン
ト
３
　
運
　
動

　

１
日
10
分
、
体
を
動
か
す
時
間
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
忙
し
い
毎
日
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
活
動
量
ア
ッ
プ
。

１
．
家
事
の
時
間
に

　

こ
ま
め
に
家
の
掃
除
。
洗
濯
物
を
高
い
位
置

に
干
す
。
買
い
物
は
早
歩
き
で
。

２
．
勤
務
時
間
に
　

　

階
段
を
利
用
す
る
。
駐
車
場
は
一
番
遠
く
に

止
め
る
。
椅
子
の
上
で
太
も
も
上
げ
て
筋
力

ア
ッ
プ
。

３
．
空
い
た
時
間
に

　

テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

ス
ト
レ
ッ
チ
。
ス
テ
ッ
プ
運
動
。

健
診
を
毎
年
受
け
て

　
　

健
康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

高血圧を予防しましょう

　高血圧を放置すると血管がもろくなる動脈硬化が進行し、心臓病や脳血管
疾患、腎臓病などを招いてしまいます。
　発症を予防し重症化させないためにも定期的に血圧を測り、食生活や運動
を中心とした生活習慣を見直し、改善することが大切です。

※心臓病や脳血管疾患、糖尿病性腎症の疾患のうち 75.3％の人が高血圧を基礎疾患として
持っています。（平成24年 5月国保診療分より）

問合せ　八代市保健センター　☎３２－７２００

　　　　八代市鏡保健センター　☎５２－５２７７

心臓の高さ
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10月1日から定期接種に

問合せ　八代市保健センター ☎32-7200／八代市鏡保健センター ☎52-5277

子どもの水痘（水ぼうそう）の予防接種
高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種

予防接種法の改正により、任意接種から定期接種になりました。

子
ど
も
の
水
痘
の
予
防
接
種

【
接
種
回
数
】

平
成
26
年
度
に
対
象
と
な
る
人
に
は

予
診
票
を
住
所
地
に
郵
送
し
て
い
ま
す

【
持 

参 

品
】

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の

予
防
接
種

　

水
痘
は
「
水
ぼ
う
そ
う
」
と
も
呼
ば
れ
、
水
痘

帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
で
す
。接
触
・

飛
沫
・
空
気
感
染
で
広
が
り
ま
す
。
感
染
力
が
強

く
、
５
歳
ま
で
に
約
80
％
の
子
ど
も
が
か
か
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
症
状
は
、
発
疹
、
発
熱

で
す
。
一
般
に
軽
症
で
済
み
ま
す
が
、
中
に
は
重

症
化
し
た
り
、
合
併
症
を
起
こ
し
た
り
す
る
場
合

も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

水
痘
ワ
ク
チ
ン
の
１
回
の
接
種
で
重
症
の
水
痘

を
ほ
ぼ
１
０
０
％
予
防
で
き
、
２
回
の
接
種
に
よ

り
軽
症
の
水
痘
も
含
め
て
そ
の
発
症
を
予
防
で
き

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
は
、
肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
肺
炎
球

菌
は
飛
沫
感
染
し
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症

な
ど
の
重
い
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く
と
、
肺
炎
の
予
防

や
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で
済
む
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

【
接
種
回
数
】

２
回
。
２
回
目
は
、
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
月

以
上
の
間
隔
を
お
く
。

１
回
。
定
期
接
種
で
の
接
種
機
会
は
、
生
涯
を

通
じ
て
１
回
の
み

　

今
年
度
（
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
）
が
対
象

年
齢
の
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

な
お
、
既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

【
自
己
負
担
額
】

無　

料

【
持 

参 

品
】

・
予
診
票
（
保
健
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
に
あ
り

　

ま
す
）

・
母
子
健
康
手
帳

予
診
票
（
郵
送
済
み
）、
健
康
保
険
証
な
ど
住
所

や
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の

【
対
象
年
齢
】

生
後
12
月
か
ら
生
後
36
月
に

達
す
る
ま
で
の
間
に
あ
る
人
で
、
八
代
市
に

住
民
票
が
あ
る
人
。

平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
は
、
生
後
36
月
か
ら

生
後
60
月
に
達
す
る
ま
で
の
人
も
対
象
と
し
、

接
種
１
回
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
す
。

※ 

既
に
水
痘
に
か
か
っ
た
人
は
対
象
外
で
す
。

※ 

既
に
任
意
接
種
と
し
て
水
痘
の
予
防
接
種
を
受
け

    

た
人
は
、接
種
し
た
分
を
接
種
回
数
に
含
み
ま
す
。

【
平
成
26
年
度
の
対
象
年
齢
】

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、

90
歳
、95
歳
、１
０
０
歳
と
な
る
人
で
、八
代
市

に
住
民
票
が
あ
る
人

①
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、心
臓
、腎
臓
、呼

吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
や
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、八

代
市
に
住
民
票
が
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
相
当
）

②

対象
年齢 対象となる人の生年月日

65歳 昭和24年４/2生まれ～昭和25年４/1生まれ

70歳 昭和19年４/2生まれ～昭和20年４/1生まれ

75歳 昭和14年４/2生まれ～昭和15年４/1生まれ

80歳 昭和   9年４/2生まれ～昭和10年４/1生まれ

85歳 昭和   4年４/2生まれ～昭和   5年４/1生まれ

90歳 大正13年４/2生まれ～大正14年４/1生まれ

95歳 大正   8年４/2生まれ～大正   9年４/1生まれ

100歳 大正   3年４/2生まれ～大正   4年４/1生まれ

101歳
　 以上 大正   3年４/1以前の生まれ

【
自
己
負
担
額
】

２
４
５
０
円
（
予
定
）

・
指
定
医
療
機
関
に
電
話
で
予
約
の
上
、
接
種
を

   

受
け
て
く
だ
さ
い
。
か
か
り
つ
け
医
が
指
定
医

   

療
機
関
で
あ
る
か
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
確

   

認
く
だ
さ
い
。

・
八
代
市
・
郡
以
外
の
医
療
機
関
な
ど
で
予
防
接

   

種
を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

   

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
対
象
年
齢
に
該
当
し
な
い
人
で
接
種
を
希
望
す

   

る
人
は
、任
意
接
種（
全
額
自
己
負
担
）に
な
り
ま
す
。         

　

各
医
療
機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
郡
以
外
で
受
け
る
場
合
は
、
２
４
５
０
円
（
予

定
）
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
生
活
保
護
世
帯
で
対
象
年
齢
に
該
当
す
る
人
は
、

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
持
参
す
る
と
無
料
に
な

り
ま
す
。

※
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
全
て
の
高
齢
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
は
１
０
０
歳
以
上
の
人

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

高齢者のインフルエンザの定期予防接種は
10～12月です。本紙P16をご覧ください。
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市長への手紙 
あなたの声を市政に

　「市長への手紙」は市民参加の市政を推進するために、市民の皆さんが市政に意見や
提案ができる制度です。お寄せいただいた手紙は、市長が担当部署と内容を検討し、希
望者には市長が文書で回答します。
　お寄せいただいた手紙や回答した文書の一部を紹介します。

問合せ　広報広聴課  ☎ 33 ｰ 4101

市
役
所
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

ど
う
し
て
木
曜
日
の
窓
口
延
長

で
は
所
得
証
明
書
を
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
す
か
。

窓
口
延
長
時
の
所
得
証
明
に

つ
い
て

　

現
在
、
毎
週
木
曜
日
に
市
民
課
、

納
税
課
、
こ
ど
も
未
来
課
、
国
保

ね
ん
き
ん
課
が
午
後
７
時
ま
で
窓

口
延
長
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

早
速
６
月
13
日
か
ら
市
民
税
課
で

も
実
施
し
ま
す
。
所
得
証
明
書
の

ほ
か
、
資
産
証
明
書
や
納
税
証
明

書
な
ど
も
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

Ｈ
25
年
６
月

担
当
課
　
市
民
税
課

　
　
　 
☎
33
４
１
０
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
防
災
情
報

の
広
報
が
足
り
な
い
。
台
風
が
近

づ
い
て
い
る
の
で
市
民
に
情
報
が

伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

防
災
情
報
の
広
報
に
つ
い
て

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
災
害
時
の
情
報
発
信

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
早

速
、
災
害
時
は
気
象
情
報
や
交
通

規
制
の
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
分
か
り
や
す

く
掲
載
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
前
に
登
録
し
て
い
る
人

に
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
で
緊
急
情
報
を
お
届
け
す
る
「
緊

急
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
」
の
内
容

も
24
時
間
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

で
き
る
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

Ｈ
24
年
６
月

担
当
課
　
防
災
安
全
課

　
　
　 

☎
33
４
１
１
２

　

資
源
物
の
回
収
が
月
２
回
だ

が
、
す
ご
く
た
ま
る
の
で
週
１
回

に
増
や
す
か
、
資
源
物
の
内
容
を

２
種
類
に
分
け
て
１
週
お
き
に
し

て
ほ
し
い
。

資
源
物
の
回
収
に
つ
い
て

　

現
在
、
集
積
所
の
管
理
運
営
を

各
町
内
で
行
っ
て
お
り
、
月
２
回

以
上
の
収
集
日
を
設
け
る
こ
と
は
、

町
内
役
員
の
人
へ
新
た
な
負
担
が

増
加
す
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
収
集
回
数
を
増
や
す
こ

と
は
、
収
集
車
両
を
増
や
し
、
人

員
を
確
保
す
る
な
ど
、
収
集
コ
ス

ト
が
多
大
に
増
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
町
内
に
よ
っ

て
は
、
自
主
的
に
常
設
の
資
源
回

収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・
管
理
を

し
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
。
今

後
は
各
町
内
と
相
談
し
な
が
ら
常

設
の
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
な
ど
を
働
き
か
け
て
い
く
方

向
で
検
討
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
み
減
量
化
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｈ
25
年
7
月

担
当
課
　
ご
み
対
策
課

　
　
　 

☎
32
４
６
７
５

通
学
路
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て

▲青枠部分に情報を掲載

市ホームページ ＜トップページ＞

災害時気象情報
交通規制情報

緊
急
情
報
配
信

シ
ス
テ
ム
の
内
容
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市
役
所
に
用
が
な
い
人
に
も
、

平
日
の
昼
間
に
駐
車
場
を
開
放
し

て
ほ
し
い
。
病
院
が
隣
な
の
に
不

便
で
あ
る
。

市
役
所
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
自
家
用
車
で
の
来
庁

者
が
多
く
、
繁
忙
時
に
は
、
駐
車

場
が
渋
滞
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

常
時
、
混
雑
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
ら
な
い
混
雑
に
備
え
る
と

と
も
に
、
市
役
所
を
利
用
さ
れ
る

お
客
様
に
不
便
が
な
い
よ
う
に
、

駐
車
場
の
使
用
制
限
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
す
。
ど
う
か
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
夜
間
お
よ
び
土
日
、
祝

祭
日
は
駐
車
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｈ
25
年
10
月

担
当
課
　
財
政
課

　
　
　
　
☎
33
４
１
０
６

　

小
学
校
周
辺
に
街
灯
が
な
く
夜

真
っ
暗
な
状
態
な
の
で
、
学
校
帰

り
の
子
ど
も
た
ち
が
心
配
。
街
灯

を
つ
け
て
ほ
し
い
。

通
学
路
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て

　

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
小

学
校
の
敷
地
内
（
道
路
沿
い
）
に

４
カ
所
街
灯
が
あ
り
ま
し
た
。
学

校
施
設
担
当
の
教
育
施
設
課
が
夜

間
に
点
灯
す
る
か
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
従
来
自
動
点
灯
す
る
よ
う

に
設
定
し
て
あ
る
も
の
が
手
動
に

切
り
替
え
ら
れ
、
点
灯
し
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
日

の
入
り
か
ら
午
後
10
時
ま
で
自
動

点
灯
す
る
よ
う
に
設
定
し
直
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
は
地
区
で
の
設

置
・
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地

区
か
ら
市
へ
要
望
が
あ
れ
ば
補
助

金
を
出
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

担
当
課
　
防
災
安
全
課

　
　
　 

☎
33
４
１
１
２

Ｈ
26
年
２
月

　

市
長
へ
の
手
紙
と
投
函
用
封
筒
、
投
函
箱
を
市
内
各
所
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
に
は
、
回
答
希
望
が
あ
り
、

送
付
先
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
返
信
の
手
紙
を
送
付
し
ま

す
。
回
答
の
要
・
不
要
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
記
入

も
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆さまの声をお聴かせください

◆ 

手
紙
用
紙
な
ど
の
設
置
箇
所

◆ 

注
意
事
項

・
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

・
市
役
所
別
館 

教
育
委
員
会
棟
１
階

・
各
支
所

・
各
出
張
所

・
各
公
民
館

・
図
書
館
本
館

・
せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

・
市
長
へ
の
手
紙
で
の
各
種
お
問
合
せ
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
直
接
担
当
課
へ
電
話
な
ど
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
個
人
的
な
利
害
に
関
す
る
こ
と
や
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容

　
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
は
、
個
人
情
報
を
削
除
し
た

　
上
で
「
広
報
や
つ
し
ろ
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
市
長
へ
の
手
紙
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

　【
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
市
長
の
部
屋
→
市
長
へ
の
手
紙
】

・
博
物
館

・
厚
生
会
館

・
パ
ト
リ
ア
千
丁

・
鏡
文
化
セ
ン
タ
ー

・
八
代
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
八
代
市
鏡
保
健
セ
ン
タ
ー

・
総
合
体
育
館

市長・教育長への手紙
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や
つ
し
ろ
元
気
体
操

　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
　
受
講
生
募
集

　

や
つ
し
ろ
元
気
体
操
は
高
齢
者
の
筋
力
維
持
・
向

上
に
効
果
的
で
、
市
内
21
会
場
で
開
催
中
で
す
。
今

回
は
教
室
運
営
の
一
部
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。
自
分
の
健
康

の
た
め
地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

全
６
回
　
初
回
：
10
月
29
日
㈬
午
後
２
時

と
こ
ろ　

千
丁
支
所
２
階
大
会
議
室

内　

容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
や
つ
し
ろ
元
気
体
操
実
践
な
ど

対　

象　

市
内
在
住
で
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
医

療
上
の
問
題
が
な
い
人　

20
人
程
度

受
講
料　

無
料

申
込
み　

10
月
20
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
長
寿
支
援
課

 

八
代
校
区
住
民
自
治
協
議
会

　

住
民
自
治
は
、
地
域
の
自
主
性
・
主
体
性
を
尊

重
し
、
地
域
の
身
近
な
課
題
に
対
し
、
行
政
は
も

と
よ
り
住
民
や
町
内
会
な
ど
多
様
な
主
体
が
、
そ

の
持
ち
味
を
活
か
し
て
協
力
し
、
校
区
民
が
求
め

る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
も
の
と
私
は
考
え
て

い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業

　

八
代
校
区
で
は
、
住
民
自
治
を
運
営
す
る
た
め

の
組
織
と
し
て
、
奇
数
月
の
第
３
金
曜
日
に
部
会

長
会
、
偶
数
月
の
第
３
金
曜
日
に
運
営
委
員
会
、

そ
の
他
、
拡
大
運
営
委
員
会
や
全
町
内
の
代
表
に

よ
る
総
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

９
月
に
開
催
し
た
「
敬
老
会
」
は
、
協
議
会
主

体
と
な
っ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
来
賓
だ
っ
た
町
内

会
長
も
婦
人
会
と
共
に
会
場
の
設
営
や
運
営
に
加

わ
り
、
役
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

同
様
に
、
10
月
の
「
校
区
民
体
育
祭
」
で
も
協
議

会
役
員
と
校
区
体
育
協
会
が
連
携
し
て
運
営
し
た

結
果
、
例
年
よ
り
競
技
出
場
者
が
増
加
し
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
１
月
に
行
な
わ
れ
た
「
校
区
対

問
合
せ　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

  
地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

抗
駅
伝
競
走
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
い
た

出
場
選
手
の
呼
び
か
け
を
、
協
議
会
の
運
営
委
員

会
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
で
、
八
代
校
区
と
し
て
５

年
ぶ
り
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
結
果

は
16
位
で
し
た
が
校
区
の
皆
さ
ん
か
ら
非
常
に
喜

ば
れ
、
来
年
度
は
上
位
の
成
績
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
度
の
協
議
会
活
動

　

今
年
度
は
、
各
部
会
長
を
中
心
に
、
部
会
毎
の

活
動
や
組
織
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま

ず
は
例
年
寒
い
時
期
に
開
催
し
て
い
た
「
公
民
館

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
「
八
代
校
区
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
と
改
め
、
10
月
26
日
㈰
八
代
公
民
館
で
開

催
し
ま
す
。
校
区
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
新
規
事
業
と
し
て
八
代
校

区
の
情
景
や
文
化
財
な
ど
を
校
区
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に「
八
代
校
区
を
歩
こ
う
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
校
区
内
に
埋
も
れ

て
い
る
“
地
域
資
源
”
を
発
掘
し
、
協
議
会
の
概

念
で
あ
る
「
地
域
に
密
着
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
八

代
校
区
」
を
目
指
し
ま
す
。

▲絆をつないだ駅伝競走

▲気持ち新たに開催した敬老会

平
成
25
年
３
月
24
日
　
設
立

八代校区
  住民自治協議会
　会長　前田　秀康

　
福
祉
・
健
康

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

募
集

　　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

松
高
公
民
館　

和
室

定　

員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
費
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

八
代
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
う
り
ん
☎
33
９
８
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　
参
加
者
募
集

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
健
康
運
動
に
関
す
る
講

演
や
、
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
「
健

康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
開
会　

８
時
30

分
受
付

と
こ
ろ　

市
総
合
体
育
館　

大
ア
リ
ー
ナ

対　

象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

定　

員　

２
０
０
人

そ
の
他　

各
自
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
に
加
入

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

申
込
み　

10
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
長
寿
支
援
課

☎
33
４
４
３
６
へ

　
　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　
う
つ
病
の
正
し
い
理
解

と　

き　

10
月
27
日
㈪　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室

講　

師　

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
田
部
裕
介
医
師

　
ひ
と
り
金
婚
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

対　

象　

①
昭
和
39
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結

婚
ま
た
は
入
籍
し
た
人
で
、
配
偶
者
と
死
別
し
た

後
、
再
婚
し
て
い
な
い
人

　
　

②
昭
和
38
年
以
前
に
結
婚
ま
た
は
入
籍
し
た
人

で
、
配
偶
者
と
死
別
し
た
後
、
再
婚
し
て
い
な
い

人
（
こ
れ
ま
で
に
、
表
彰
を
受
け
た
人
は
除
く
）

申
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
、
長
寿
支
援
課
、
各

支
所
市
民
福
祉
課
（
鏡
支
所
は
健
康
福
祉
課
）、

各
出
張
所
、
旧
八
代
市
の
各
公
民
館
へ
申
込
用
紙

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

☎
33
４
４
３
６
へ

参
加
料　

無
料　

参
加
申
込
み
不
要

問
合
せ　

は
つ
ら
つ
健
康
課
☎
32
７
２
０
０

↖
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産
　
業

行
ぎょうせい

政書
し ょ し

士による入
にゅうかん

管問
もんだい

題無
むりょう

料相
そうだんかい

談会
 と　き　10月

がつ

22日
にち

（水
すい

）　午
ご ご

後1時
じ

30分
ぷん

～ 3時
じ

30分
ぷん

 ところ　市
しみん

民相
そうだんしつ

談室（市
し

役
やくしょ

所 本
ほんちょう

庁 舎
しゃ

1 階
かい

）

 内
ない

　容
よう

　家
かぞく

族の招
しょうへい

聘、国
こくさい

際結
けっこん

婚、永
えいじゅう

住、帰
き か

化、

　　　　 外
がいこくじん

国人の雇
こよう

用・会
かいしゃ

社設
せつりつ

立など

 問
といあわ　

合せ　秘
ひ し ょ か

書課 秘
ひしょ

書・国
こくさい

際 交
こうりゅうかかり

流 係 　☎34-1090

行政书士提供有关入管问题的免费咨询
 时 间：10月22日（星期三）  下午1点30分～下午3点30分

 地 点：市民咨询室（市政府总厅1楼 )

 内 容：邀请亲属访日，涉外婚姻，申请永住许可，

　　　　加入日本国籍，外国人就业・在日本设立公司等

 问 询：秘书课秘书・国际交流系

Gyosei-shoshi-lawyers Will Offer 
Free Consultations 

On Immigration, Residency and Nationality
 Office hours:   October 22nd(Wednesday) 1:30 PM to 

3:30 PM 
 Location:        Citizen’s Consultation Room (on the first 

floor of City Hall)
 The contents: inviting families to visit Japan, 

international marriage, permanent 
resident permit, naturalization (kika), 
Foreigner's employment, establishing a 
company in Japan by a foreigner etc.

 Inquiries:        Secretary & International Exchanges 
Section in the Secretarial Division

　
　
特
設
人
権
相
談
所

　
　

人
権
に
関
す
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
、相
談
無
料
で
す
。

と　

き　

10
月
８
日
㈬ 

…
鏡
支
所
（
３
階
委
員
会

室
ほ
か
）

　

10
月
22
日
㈬
…
坂
本
支
所
（
２
階
会
議
室
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

問
合
せ　

人
権
政
策
課
☎
30
１
７
１
１

にっぽん縦断こころ旅　お手紙募集
　地元の心に残る風景や思い出の場所などの、エピ
ソードを手紙でお寄せください。いただいたお便りを
もとに、旅人・火野正平（俳優）がその場所を訪ねます。
熊本県の放送予定（NHK ‐ BS プレミアム）
　12 月 1 日㈪～ 5 日㈮　7：45 ～　7：59
　　　　　　　　　　　 19：00 ～ 19：29
応募　10 月 28 日㈫までに郵送、ＦＡＸ、番組

ホームページから
　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係
　D03-3465-1327
　Ihttp://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

　
健
康
講
座

と　

き　

10
月
24
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代

演　

題　
「
生
涯
現
役
」

　
　
　
　

若
さ
の
秘
訣
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

講　

師　

１
０
０
ｍ
世
界
一　

守
田
満
氏

内　

容　

Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
質
疑
応
答
、
簡
単
な
日
常
の
運

動
な
ど

参
加
費　

無
料　

要
事
前
申
込
み

定　

員　

50
人

申
込
み　

10
月
２
日
㈭
か
ら
受
付
、
サ
ン
ラ
イ
フ
八

代
☎
32
７
１
７
１
へ
申
込
み
（
電
話
申
込
み
可
）

　
　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

　■
国
際
料
理
講
座
「
イ
ン
ド
料
理
」

　

カ
レ
ー
３
種
類
、
サ
ラ
ダ
２
種
類
、
チ
ャ
パ
テ
ィ

（
パ
ン
）、
チ
ャ
イ
（
お
茶
）
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

10
月
30
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
講　

師　

イ
ン
ド
料
理
プ
ジ
ャ　

ジ
ェ
イ
ス
ィ
・

ル
ー
ダ
ラ
氏

費　

用　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

定　

員　

20
人

■
苔
玉
と
寄
せ
植
え
（
彩
花
盆
栽
）
講
座

　
「
和
」
に
ふ
れ
て
癒
し
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
単
な
苔
玉
作
り
か
ら
彩
花
盆
栽
作
り
ま
で
。

と　

き　

１
回
目
（
全
２
回
）
10
月
31
日
㈮
・
11
月

７
日
㈮　

２
回
目
（
全
２
回
）
11
月
14
日
㈮
・
21

日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

両
方
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

講　

師　

岩
城
誠
氏

費　

用　

３
０
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

定　

員　

20
人

■
プ
ロ
が
教
え
る
！
ち
ょ
っ
と
早
い
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
作
り
講
座

と　

き　

11
月
６
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

講　

師　

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
む
ぎ
や　

麦
島
浩
之
氏

費　

用　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

定　

員　

16
人

共
通
事
項

申
込
み　

10
月
２
日
㈭
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
、

費
用
を
添
え
て
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

へ
来
館
（
電
話
申
込
み
不
可
）

　
　
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

　
職
業
訓
練
生
の
募
集
（
受
講
料
無
料
）

パ
ソ
コ
ン
・
簿
記
技
能
習
得
科

と　

き　

12
月
２
日
㈫
～
27
年
２
月
27
日
㈮　

と
こ
ろ　

永
正
（
高
島
町
４
２
８
９
‐
１
）

対　

象　

身
体
障
が
い
の
う
ち
上
肢
障
が
い
・
内
部

障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病
の

あ
る
人

定　

員　

５
人

　 　ドライバーの皆さんへ
介護送迎中の車にご配慮を

　介護タクシーなどが道路わきに車を
止め、通院などで利用される体の不自
由な人の、家と車の間の移動を運転手
が手助けするケースがあります。
　その間、車の通行をしばらくお待た
せすることがある
かもしれませんが、
ご理解ご配慮をお
願いします。

参
加
料　

無
料　

参
加
申
込
み
不
要

問
合
せ　

は
つ
ら
つ
健
康
課
☎
32
７
２
０
０

費　

用　

テ
キ
ス
ト
代
１
２
０
０
０
円
程
度

内　

容　

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

の
基
本
知
識
や
技
能
の
習
得
と
就
職
支
援

申
込
み　

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
県
立
高
等
技
術
専
門

校
☎
０
９
６
（
３
７
８
）
０
１
２
１
へ



　　

市民課・こども未来課
国保ねんきん課・市民税課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n

  人口と世帯
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10月 市民カレンダー

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

☎32-7200（八代市保健センター）
☎52-5277（八代市鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　10月  9日㈭        9:00 ～ 12:00
　　　10月27日㈪     13:00 ～ 16:30 
　　  要予約：八代市保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

火 災 情 報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（8月末日現在）
　火　災　　　   ２１件
　救　急　３， ９８５件    

8月末日現在
人　口　 131,707 人
　男　　　61,314 人
　女　　　70,393 人
世帯数  　 54,176 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

納 税 情 報
     ● 今月の納税　  納期限　10 月 31 日㈮

国民健康保険税 7 期・市県民税 3 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　
※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう

問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

毎週火曜日
受付　9:45～10:00
＜於：八代保健センター＞

　　
母子健康手帳交付

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

　　個別健康相談（要予約）
 育児:午前、成人:午後
 　（八代・鏡保健センター）

　　13:00～16:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ検査実施

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

体育の日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

※休日在宅医は、変更になる場合があります。受診の際は、
　事前にテレホンサービスで確認し、当番医に連絡をお願
　いします。

　八代市医師会☎34-7001  八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

◇4 カ月児健診（八代保）
   H26.5/14 ～ 5/22 生
□献　血
イオン八代ショッピングセンター
         13：15～16：00

◇7カ月児健診（八代保）
   H26.2/21 ～ 3/8 生

◇7 カ月児健診（八代保）
   H26.2/5～2/20生

●こころの健康づくり講演会
　「うつ病の正しい理解」

（やつしろハーモニーホール）
 19:00 ～20:30 申込不要、無料

●八代地区科学発明展
（やつしろハーモニーホール）
 9:00 ～17:00、入場無料

●やつしろ全国花火競技大会　
　 （球磨川河川緑地）
       18:00 ～20:00

●せんちょうい草の里まつり　
　 （い草の里公園）
       9:30 ～15:30

●東陽しょうが祭（石橋公園）
       8:30 ～15:00

●八代地区科学発明展
（やつしろハーモニーホール）
 9:00 ～15:30、入場無料

              H23.4/26～5/6生
◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者
   （要予約：八代保☎32-7200）

              H25.3/2～3/10生
◆7カ月児健診（鏡保セ） 
　          H26.1/26～2/20生

（八代保） （八代保） 

（八代保） 

◇3 歳児健診 ◇2 歳児歯科健診

◇1歳6カ月児健診

◇3 歳児健診（八代保）
    H23.5/7～5/18生
◆4カ月児健診（鏡保）
　H26.5/18 ～ 6/15 生

◇3歳児健診（八代保）
   H23.5/19 ～ 5/28 生

◇2歳児歯科健診（八代保）
   H24.7/1～7/15生

       H24.6/14 ～ 6/30 生

◇4カ月児健診（八代保）
　H26.5/23 ～ 6/3 生
□献　血
ゆめタウン八代
10：00～11：30、12:45～16:00

◇4カ月児健診（八代保）
　H26.6/4 ～ 6/16 生
□献　血
八代広域消防本部 9:30 ～12:00
松木産業（株） 13：30～16：30

◇1歳6カ月児健診 （八代保）
　 H25.2/21～3/1生

◇1歳6カ月児健診（八代保）
　 H25.3/11～3/22生
◆3歳児健診（鏡保）
   H23.4/1～5/13生

□献　血
ネッツワールド八代 9:30 ～12:00
熊本総合病院 13:30 ～16:00

体育の日（13日）のごみ収集

10月14・24日      14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

 《問合せ先》 ごみ対策課（清掃センター内）☎32-4675 または各支所市民環境係 
                      クリーンセンター☎62-3304

日 病院名 町名 電話番号

5
日

田中泌尿器科外科医院 錦　 町 33-1100

平　成　病　院 大 村 町 32-8171

古　閑　医　院 本 町 3 32-2318

武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811

名 和 小 児 ク リ ニ ッ ク 鏡　町 52-7800

12
日

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎 町 2 33-2661

桑　原　医　院 敷川内町 38-0302

原内科クリニック（小児も可） 日 置 町 31-5757

上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377

宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

13
日

高 野 整 形 外 科 本 町 1 32-2014

宮 村 医 院  　　 （小児も可） 萩原町２ 32-2414

久原内科消化器科クリニック 植柳元町 32-2218

島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153

ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139

19
日

持永外科内科胃腸科医院 平山新町 35-2772

和田小児科医院 大手町２ 32-2755

保元内科クリニック 永 碇 町 34-3141

稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008

丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027

高　橋　医　院 坂 本 町 45-2323

井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

26
日

織 田 胃 腸 外 科 田 中 町 33-2381

大　塚　医　院 日奈久東町 38-0047

大平小児科医院 迎 町 1 31-7200

よかと整形外科リウマチクリニック 鏡　町 46-8110

和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代市保健センター☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆八代市鏡保健センター ☎52-5277

ご確認ください♪

◎「燃えるごみ」の収集は通常どおり実施
◎「資源の日」の収集
　・八代地域の該当町内は 10 月 11 日㈯に振り替え

【ごみの持込受付】
・市清掃センターと樹木剪定くずリサイクル施設はお休み
・クリーンセンターは通常どおり受け付け

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞
　　

母子健康手帳交付

受付　9:45～10:00
  ＜於： 鏡保健センター＞

　　母子健康手帳交付

夜間納税窓口  17:30～19:00

夜間納税窓口  17:30～19:00

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229

夜間エイズ無料検査　　

夜間納税窓口  17:30～19:00

●実施期間

●持 参 品

●接種方法

●対　　象

65 歳以上の
定期インフルエンザ予防接種

（一部60歳以上65歳未満）

自己負担額　　　1,030円
※生活保護世帯の対象者は、生活保護
　受給証明書持参で無料になります。

10 月 1 日～ 12 月末

医療機関へ電話での予約が必要です。
予診票は、医療機関にあります。

※ご不明な点は、各保健センターにお尋ねください。

健康保険証など住所や生年月日が確認
できるもの

①65歳以上の人（接種日に65歳以上であること）
②60 歳以上 65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器
などに障害がある人（身体障害者手帳 1 級相当）

市内に住民票があり、下記に該当する人27

毎月19日は食育の日

休日在宅当番医
診療時間 9:00 ～ 17:00
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イ
タ
リ
ア
船
籍
「
コ
ス
タ
・

　
ア
ト
ラ
ン
チ
カ
」
八
代
港
寄
港

と　

き　

10
月
18
日
㈯　

正
午　

入
港
予
定

　
　
　
　

10
月
19
日
㈰　

午
後
３
時　

出
港
予
定

　

・
出
港
セ
レ
モ
ニ
ー　

午
後
２
時
30
分
～

　

・
岸
壁
で
は
物
産
展
も
開
催
し
ま
す
。
岸
壁
の
開
放

時
間
と
物
産
展
の
開
催
時
間
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

国
際
港
湾
振
興
課
☎
33
８
７
７
７

　
観
　
光

ありがとうございました
ふるさと八代

元気づくり応援寄附金
　平成 25 年度も多くの皆さんからご寄附（ふ
るさと納税）を頂きました。厚くお礼を申し上
げます。頂いた寄附金は、寄附者のご意向に
沿った施策に活用させていただきます。

◆平成 25 年度　寄附人数・寄附金額
　計　　　　44 人　　　　　3,302,000 円
◆平成 25 年度にご寄附頂いた皆さん
都道府県名 　氏名（敬称略） 寄附金額
埼玉県 片 桐　紀 生 非公開
福岡県 宮 川　朝 浩 非公開
千葉県 岩 坂　照 　 非公開
東京都 田 口　武 　 1,000,000 円
埼玉県 緒 方　武 昭 非公開
東京都 吉 永　隆 雄 非公開
大阪府 藤 田　晴 樹 非公開
非公開 西 川　律 子 非公開
愛知県 深田畳店  　 非公開
兵庫県 宮 崎　正 郎 非公開
栃木県 山 田　雄 一 非公開
東京都 緒 方　功 承 非公開
東京都 松 嶋　英 機 非公開
神奈川県 木 村　 康　 非公開
千葉県 関 口 千枝子 非公開
神奈川県 堀 口　幸 男 150,000 円
広島県 細 川　幸 子 10,000 円
非公開 佐 伯　利 明 非公開
茨城県 松 永　和 則 非公開
大阪府 濵 田　文 子 非公開
沖縄県 野 仲　駿 一 10,000 円
熊本県 緒 方 ハルエ 非公開
東京都 ハッピーロード大山商店街振興組合 200,000 円
福岡県 販売開発研究所 非公開
※都道府県名・氏名・寄附金額の公表を了承
　した人のみ申込順に掲載しています。
◆使途事業別寄附の状況
①こどもの未来づくり
　　　　　　　　  7件 ………240,000円
②安全安心なまちづくり
　　　  　　　　 4件 ………760,000円
③やさしいふるさと環境づくり
  　　　　　　　2件 ……… 　40,000円
④健康都市づくり　1件 ……… 　20,000円
⑤その他市長が特に認める八代元気づくり
  　　　　　　　6件 ……1,280,000円
⑥そ　の　他　　24件 ………962,000円
　温かい応援メッセージもいただきました。
　☆元気が第一！
　☆町の活性化を望んでいます。頑張って！
　☆ささやかながら応援しております。

　問合せ　財政課☎ 33-4106

　
福
祉
・
健
康

　
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
平
家
味
噌　

好
評
販
売
中

　

麹
の
香
り
豊
か
な
無
添
加
の
手
作
り
味
噌
で
す
。

１
㎏
７
０
０
円
（
メ
ン
バ
ー
価
格
６
０
０
円
）

１
回
１
０
０
円
で
配
達
も
始
め
ま
し
た
（
配
達
で
き

な
い
地
域
も
あ
り
ま
す
）

■
鶴つ

る
ば
み喰
米　

予
約
販
売

　

坂
本
町
で
“
れ
ん
げ
農
法
”
で
自
然
の
ま
ま
育
て

た
安
心
・
安
全
な
お
米
を
10
月
下
旬
か
ら
販
売
。

５
㎏
（
上
白
米
）
２
２
０
０
円

■
10
月
度
パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生
募
集

初
心
者
の
た
め
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
デ
ジ
カ
メ

保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
金
額
で
す
。
未
納
や
免

除
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
月
数
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

【
繰
上
げ
請
求
・
繰
下
げ
請
求
】

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
原
則
と
し
て
65
歳
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
が
、65
歳
前
に
繰
り
上
げ
て
請
求
し
た
り
、

66
歳
以
後
に
繰
り
下
げ
て
請
求
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《
繰
上
げ
請
求
の
場
合
》

　

65
歳
で
受
け
取
る
場
合
に
比
べ
、
受
け
取
る
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
減
額
率
は
年
齢
に
応
じ
て
決

ま
り
、
以
後
も
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
の
支
給
率
に
な
り

ま
す
。　
（
例
：
60
歳
で
繰
上
げ
請
求
→
70
％
に
減
額
）

※
繰
上
げ
請
求
す
る
場
合
の
注
意
点

◆
65
歳
前
に
障
害
者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障

害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
の
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

◆
遺
族
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
65
歳
に
な
る

ま
で
ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
そ
の
受
給
権

　
老
齢
基
礎
年
金

　　

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
な

ど
が
25
年
以
上
あ
る
人
が
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
】

　

次
の
①
～ 

⑤
の
期
間
を
合
わ
せ
て
、
25
年

（
３
０
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。

①
保
険
料
を
納
め
た
期
間

②
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

④
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
（
一
部
免
除
の

場
合
は
、残
り
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
）

⑤
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

な
ど
（
例
：
海
外
に
い
た
期
間
な
ど
）

【
受
け
取
る
年
金
額
（
平
成
26
年
度
）】

　

年
額
７
７
万
２
８
０
０
円（
月
額
６
４
４
０
０
円
）

※
こ
れ
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
、
す
べ
て

画
像
処
理
、
名
刺
・
年
賀
状
作
成
（
筆
ま
め
）
ほ
か

※
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
入
会
説
明
会

と　

き　

毎
月
第
１
・
３
水
曜　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
八
代（
古
城
町
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
27
年
３
月
末
日
ま
で
に
60

歳
以
上
に
な
る
人
※
特
に
農
作
業
を
し
て
も
ら
え

る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

が
な
く
な
り
ま
す
。

《
繰
下
げ
請
求
の
場
合
》

　

65
歳
で
受
け
取
る
場
合
に
比
べ
、
受
け
取
る
金
額

が
多
く
な
り
ま
す
。
増
額
率
は
年
齢
に
応
じ
て
決
ま

り
、
以
後
も
そ
の
ま
ま
の
支
給
率
に
な
り
ま
す
。

（
例
：
70
歳
で
繰
下
げ
請
求
→
１
４
２
％
に
増
額
）

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５
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統
　
計

　
住
　
宅

　
行
政
改
革

　
選
　
挙

　
　
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

天
草
不
知
火
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

登
録
資
格
が
あ
る
人
の
名
前
が
名
簿
に
載
っ
て
い

る
か
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

縦
覧
期
間
と
異
議
申
出
期
間

　

10
月
20
日
㈪
～
11
月
３
日
㈪
の
毎
日

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
千
丁
支
所
２
階
）
☎
30
１
６
６
３

　
環
　
境

ご
み
非
常
事
態
宣
言 

継
続
中

問合せ　ごみ対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H25年8月 1,518 ｔ 465 ｇ
H26年8月 1,455 ｔ 448 ｇ

比 較 － 63 ｔ － 17 ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1 人 1 日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127 ｔ 490 ｇ
H25年9月～ 26年 8月 17,617 ｔ 459 ｇ

比 較 － 1,510 ｔ － 31 ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

　
　
市
営 
楠
住
宅 

補
充
入
居
者
募
集

　
　

鏡
町
の
市
営
楠
住
宅
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
に

空
き
家
が
あ
る
た
め
、補
充
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
、入
居
で
き
る
の
は
４
戸（
４
世
帯
）。申
込
多

数
の
場
合
は
公
開
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

募
集
住
戸
（
家
賃
月
額
）

　

・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
97
・
29
㎡
）
２
戸
（
５
万
円
）

　

・
２
Ｄ
Ｋ　

 

（
58
・
61
㎡
）
２
戸
（
３
万
５
千
円
）

　
（
別
途
、共
益
費
２
千
円
・
駐
車
料
５
０
０
円
必
要
）

※
今
回
募
集
す
る
住
宅
は
、
中
堅
所
得
者
向
け
に
建

設
し
た
住
宅
で
あ
る
た
め
、
月
収
入
基
準
額
の
範

囲
が
あ
り
ま
す
。（
入
居
者
全
員
の
年
間
総
所
得

か
ら
控
除
を
引
い
て
12
で
割
っ
た
額
が
15
万
８
千

円 

～ 

48
万
７
千
円
の
範
囲
）。
詳
し
く
は
申
込

要
領
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

市
役
所
本
庁
４
階
建
築
住
宅
課
、
各
支

所
建
設
事
務
所
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て

い
る
申
込
用
紙
を
、
10
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
統
計
調
査
の
登
録
調
査
員
　
募
集

　
　

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
調
査
実
施
の
際
に
統
計
調

査
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容　

世
帯
や
事
業
所
へ
の
調
査
票
配
布
・
回

収
や
調
査
票
の
点
検
な
ど

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
20
歳
～
74
歳
で
調
査
活
動
の
で
き
る

健
康
な
人

②
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
秘
密
の
保
持
が
で
き

萩原町 1 丁目汚水管築造工事
工期：～ 11 月下旬

●丸田病院

桑原商事●

国道３号

新
萩
原
橋

　工事期間中、大変ご
迷惑をおかけします
が、標識などに十分注
意して通行ください。

　
第
７
回
ふ
た
み
収
穫
祭

　
～
風
土
フ
ェ
ス
タ
～

　

二
見
の
風

F
o

o
d土

に
こ
だ
わ
り
抜
い
た
二
見
の
食
材
満

載
イ
ベ
ン
ト
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
地
の
利
」
を
フ

ル
活
用
し
た
「
食
」
の
催
し
に
加
え
て
、
ス
テ
ー
ジ

内
容
も
充
実
の
お
い
し
く
て
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２

時
30
分　

雨
天
決
行

と
こ
ろ　

二
見
小
学
校
運
動
場

内　

容　

各
町
内
グ
ル
ー
プ
が
つ
く
る
自
慢
料
理
、

二
見
農
産
物
の
販
売
、
各
種
実
演
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
野
菜
宝
船
の
展
示
と
野
菜
の
宝
分
け
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
郷
土
芸
能
や
餅
投
げ
な
ど

問
合
せ　

二
見
住
民
自
治
協
議
会
☎
38
９
２
２
２

　
舟
出
浮
き

　
親
子
の
参
加
者
募
集

　
「
八
代
海
北
部
沿
岸
都
市
」
地
域
連
携
創
造
会
議

で
は
、
八
代
海
北
部
沿
岸
地
域
市
町
が
一
体
と
な
っ

て
、
八
代
海
の
活
用
と
保
全
に
努
め
、
地
域
活
性
化

の
た
め
に
、
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
八
代
海
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
舟

出
浮
き
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～

と
こ
ろ　

八
代
内
港
大
型
舟
溜
り
乗
船
場　

集
合

対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
親
子
な
ど
申
込
順
13
人

（
１
家
族
４
人
程
度
ま
で
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人（
小
中
学
生
５
０
０
円
）

申
込
み　

10
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮
に
、
事
務
局
（
市

企
画
政
策
課
内
）
☎
33
４
１
０
４
へ

　
外
部
評
価
委
員
会
を

　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
「
外
部
評
価
」
と
は
、
市
民
の
目
線
で
、
市
が
行
っ

て
い
る
事
業
の
必
要
性
や
実
施
主
体
が
適
当
か
な
ど

に
つ
い
て
、
公
開
の
場
で
議
論
す
る
も
の
で
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
対
象
と
な
る
事
務
事
業
な
ど
の

詳
細
は
、
各
回
の
外
部
評
価
委
員
会
の
実
施
前
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

第
１
回
開
催
日
時

と　

き　

10
月
22
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
６
時
30

分
（
受
付　

１
時
～
）

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
大
会
議
室
Ａ

　
　
　
　
　
　

３
階
31
号
会
議
室

※
第
２
回
11
月
９
日
㈰
・
第
３
回
11
月
22
日
㈯

問
合
せ　

行
政
改
革
課
☎
32
４
７
１
１

る
人

③
警
察
・
選
挙
・
税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

報　

酬　

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す

申
込
み　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

※
既
に
他
の
市
営
住
宅
に
申
し
込
ん
で
い
る
人
も
可

申
込
・
問
合
せ　

建
築
住
宅
課
☎
33
４
１
２
２

　

各
支
所
建
設
事
務
所

下水道工事箇所
問合せ 下水道建設課☎33-4458
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　陸上の短距離をやっています。ベストタイム
は 100 ｍが 11.93 秒、200 ｍが 25.25 秒で
す。インターハイでは、100 ｍ競技で準決勝
まで進出できました。そのおかげで、光栄にも
８月２８日に八代市強化指定選手に選ばれまし
た。八代市体育協会が、専門的な体力測定や栄
養指導などに取り組んでくれるそうです。
　周りに流されずに自分を貫き通せるような陸
上選手になりたいと思っています。東京五輪や
国際大会への出場という大きな目標を持ち、技
術や体力の向上を目指して頑張っていきますの
で、応援をよろしくお願いします。

深川　恵
え み
充　さん

　　（八代東高２年）

夢Talk
トーク

周りに流されず
　自分を
　　貫き通したい

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
ま
ち
の
先
生
派
遣
事
業

　
第
２
次
募
集

　

伝
統
文
化
や
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
市
民
に

提
供
す
る
た
め
、
要
望
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
知
識
や
技
能
を
持
つ
市
内
の
人
を
「
ま
ち
の
先

生
」
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

利
用
者　

市
民
（
主
に
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
）

で
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ　

※
政
治
、
宗
教
、
営

利
に
関
わ
る
活
動
を
目
的
と
す
る
場
合
は
除
く

内　

容　

民
謡
、
大
正
琴
、
詩
吟
、
合
唱
、
日
本
舞

踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
陶
芸
、
書
道
、

写
真
、
着
付
け
、
伝
統
芸
能
、
華
道
、
茶
道

そ
の
他　

講
師
へ
の
謝
礼
は
不
要
。
申
込
方
法
な
ど

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
文
化
協
会
事
務
所

　
（
文
化
ま
ち
づ
く
り
課
内
）
☎
33
４
５
３
３

　
八
代
の
歴
史
を
学
ぶ
講
座

　（
全
６
回
中
の
３
・
４
回
目
）

　

茶
の
湯
文
化
と
関
わ
り
の
深
い
松
浜
軒
で
、
茶
会

を
体
験
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
26
日
㈰　

①
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

松
浜
軒

※
①
席
目
で
は
、
主
に
薄
茶
席
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費　

５
０
０
円
／
回
（
当
日
徴
収
）

定　

員　

30
人
程
度
／
回　

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
茶
席
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
定
員
に
な
り
次

第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
み　

10
月
23
日
㈭
午
後
５
時
ま
で
に
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
先　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
〒
８
６
６
‐

８
６
０
１
松
江
城
町
１
‐
25
☎
33
４
５
３
３
D 

33
４
５
１
６
Gbunka@

city.yatsushiro.
lg.jp

　
　
八
代
地
区
科
学
発
明
展

と　

き　

10
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　

10
月
12
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

多
目
的

ホ
ー
ル

出
品
者　

八
代
市
と
氷
川
町
の
小
・
中
・
特
別
支
援

学
校
の
児
童
生
徒
と
教
職
員

展
示
内
容　

児
童
生
徒
に
よ
る
科
学
研
究
物
、
生
活

に
役
立
つ
発
明
工
夫
品
、
教
職
員
に
よ
る
自
作
理

科
教
材
・
教
具
と
科
学
研
究
物

表
彰
式　

10
月
11
日
㈯　

午
前
11
時
～

科
学
イ
ベ
ン
ト

　
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
参
加
者
募
集

　

風
船
を
薄
い
布
で
覆
っ
た
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
プ

レ
ー
す
る
「
バ
ル
バ
レ
ー
」
を
行
な
い
ま
す
。

と　

き　

11
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
開
会

と
こ
ろ　

東
陽
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種　

別　

一
般
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生

１
人
以
上
が
出
場
）

※
表
彰
、
参
加
賞
あ
り
。
大
会
終
了
後
抽
選
会
あ
り

チ
ー
ム　

４
～
６
人　

※
申
込
順
50
チ
ー
ム
ま
で

対　

象　

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学
す
る
人

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）
大
会
当
日
払

注　

意　

参
加
者
は
各
自
で
保
険
な
ど
に
加
入
く
だ

さ
い
。
特
に
小
・
中
・
高
校
生
は
学
校
活
動
以
外

の
活
動
に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

　
地
方
か
ら
世
界
へ
の
挑
戦

八
代
市
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
事
業

と　

き　

10
月
19
日
㈰　

午
後
６
時
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

市
民

ホ
ー
ル

講　

師　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
世
由
美
子
氏

　

北
京
・
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田
丈
志
氏

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

市
体
育
協
会
☎
35
０
１
５
０

■
光
の
折
り
紙
を
作
ろ
う
！

と
き　

11
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

　

透
明
な
フ
ィ
ル
ム
の
折
り
紙
を
箱
に
入
れ
る

と
、
あ
ら
不
思
議
。

定
員　

先
着
40
人

協
賛　

熊
本
高
専　

八
代
キ
ャ
ン
パ
ス

■
作
っ
て
遊
ぶ　

科
学
も
の
づ
く
り

と
き　

12
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

　

ス
ト
ロ
ー
ト
ン
ボ
や
簡
単
紙
飛
行
機
な
ど
を

作
っ
て
科
学
を
体
験
し
ま
す
。

協
賛　

八
代
教
育
研
究
会　

小
学
校
理
科
部
会

■
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
体
験

と
き　

12
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時

対
象　

小
学
生

協
賛　

宮
嶋
利
治
学
術
財
団

問
合
せ　

教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
30
１
６
６
７

申
込
書　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
総
合
体
育
館
、
各

公
民
館
な
ど
で
配
布

申
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
書
を
総
合
体

育
館
☎
35
０
２
１
１
D 

32
８
８
１
９
か
各
公
民
館

へ
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厚
生
会
館
、
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、
鏡
文
化
セ
ン

タ
ー

問
合
せ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
52
１
１
１
４

博物館展示案内（10月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆八代市文化祭
　  美術展　　　　　　　　   開催中 ～ 10/5 ㈰
◆第 6 回嘯風会アート作品展
　　　　　　　　　　　　10/7 ㈫  ～ 19 ㈰
◆秋季特別展覧会　もののふの美と心
　 ～八代城主・松井家の刀剣と刀装具～
　　　　　　　　　　　　10/24 ㈮ ～ 11/30 ㈰

常

設

展

示

室

◆八代焼 III 象嵌の技法 開催中 ～ 12/21 ㈰
◆古文書をよむ IV
　 古文書が語る加藤正方　開催中～ 27年1/4 ㈰
◆信仰のかたち II
　 釈迦院の仏神像　　 開催中～27年3/29 ㈰
◆やつしろ遺跡めぐり III　弥生時代から
　 古墳時代へ　　　　 開催中 ～ 12/21 ㈰
◆和紙の世界 IV
　 和紙作りの道具　　　 開催中～ 27年1/12 ㈪
◆むかしの道具　　　   開催中 ～ 11/16 ㈰
◆米作りの道具　　　　開催中（通年）
◆松井文庫 III 能面・能装束
　　　　　　　　　　　　開催中 ～ 10/19 ㈰

10月の休館日 6㈪、14㈫、20㈪～23㈭、27㈪
21㈫～ 23㈭は秋季特別展覧会展示作業のため臨時休館

博物館特別展示室利用申込みの受付
　博物館では、特別展示室を市民の皆さんに文化活動の発表の場として提供
しています。絵画、彫刻、写真、工芸、書道など作品展示の会場として利用
できます。ただし有料です。平成 27 年度前期（27 年４月１日～９月３０日）
の利用申込みは、１０月１日㈬から博物館の事務所で受け付けます。

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

　
　
森
山
良
子

　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業
。
歌
と
ピ
ア
ノ

と
ギ
タ
ー
で
お
届
け
す
る
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
贅
沢
な
コ

ン
サ
ー
ト
。
癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

と　

き　

11
月
29
日
㈯　

午
後
３
時
開
演

と
こ
ろ　

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
３
０
０
０
円

　

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

窓
口
販
売
：
10
月
６
日
㈪
午
前

10
時
～　

電
話
受
付
：
午
後
１
時
～　

ア
ー
バ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
シ
テ
ィ
、
庄
野
学
生
堂
鏡
店
、
氷

川
町
ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、や
つ
し
ろ
子
ど
も
劇
場
、

　
　
八
代
市
高
校
演
劇
大
会
（
熊
本
県
高

　
等
学
校
演
劇
大
会
城
南
地
区
大
会
）

　

八
代
、
八
代
東
、
八
代

農
、
松
橋
、
天
草
、
苓
明
、

球
磨
商
の
７
校
の
演
劇
部

が
出
場
し
、
11
月
に
行
わ

れ
る
県
大
会
出
場
に
向
け

て
競
い
合
い
ま
す
。

　

演
劇
部
員
た
ち
の
熱
い

ス
テ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

と　

き　

10
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
　

26
日
㈰　

午
前
９
時
20
分
～

と
こ
ろ　

厚
生
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

　
　
妙
見
祭
の
歴
史
に
触
れ
る

　
ミ
ニ
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
八
代
妙
見
祭
の

神
幸
行
事
」
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た
く
あ
り
ま
せ

ん
か
。
妙
見
宮
（
八
代
神
社
）
周
辺
に
残
る
史
跡
や

笠
鉾
を
受
け
継
ぐ
町
内
を
見
学
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
歴
史
と
魅
力
に
触
れ
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
１
回
目
】
妙
見
宮
周
辺
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー　

と　

き　

10
月
25
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

妙
見
宮
（
八
代
神
社
）

見
学
場
所　

妙
見
宮
、
御
霊
神
社
、
階
下
釈
迦
堂
、

砥
崎
河
原
、
延
命
地
蔵
堂
、
懐
良
親
王
御
墓
、
妙

見
中
宮
跡
な
ど　

【
２
回
目
】
妙
見
祭
笠
鉾
組
立
見
学
ツ
ア
ー　

と　

き　

11
月
16
日
㈰　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

市
役
所

見
学
場
所　

宮
ノ
町
「
菊
慈
童
」、二
ノ
町
「
蘇
鉄
」、

紺
屋
町
「
猩
々
」、中
嶋
町
「
蜜
柑
」、徳
渕
町
「
恵

比
須
」、
本
町
「
本
蝶
蕪
」
な
ど

定　

員　

各
回
30
人
程
度　

要
事
前
電
話
申
込

そ
の
他　

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

片
方
だ
け
の
参
加
も
可　

雨
天
時
は
中
止

申
込
み　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

　
　
セ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ

　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

　

岡
田
裕
美
さ
ん
と
立
花
緑
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
デ
ュ
オ

に
よ
る
厚
生
会
館
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

と　

き　

10
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
～

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
八
代
妙
見
祭
を
世
界
の
宝
へ

　県
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業

■
講
演
会
＆
討
論
会

　
「
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
」
に
登
録
申
請
中
の

「
八
代
妙
見
祭
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
大
会
議
室

第
１
回　

妙
見
祭
を
次
の
世
代
へ（
祭
り
の
活
性
化
）

と　

き　

10
月
７
日
㈫　

午
後
７
時
～

講　

師　

濵
大
八
郎
氏

第
２
回　

妙
見
祭
出
し
物
の
歴
史

と　

き　

10
月
21
日
㈫　

午
後
７
時
～

講　

師　

早
瀬
輝
美
氏
（
博
物
館
学
芸
員
）

第
３
回　

妙
見
祭
と
全
国
の
祭
り

と　

き　

10
月
31
日
㈮　

午
後
７
時
～

講　

師　

段
上
達
雄
氏
（
別
府
大
学
教
授
）

第
４
回　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
つ
い
て

と　

き　

11
月
７
日
㈮　

午
後
７
時
～

講　

師　

溝
辺
浩
司
氏
（
県
文
化
課
）

※
各
回
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

■
妙
見
祭
出
し
物
展
示

　

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
２
ヵ
所
に
週
替
わ
り
で
、
獅

子
・
亀
蛇
・
木
馬
・
笠
鉾
・
籠
な
ど
出
し
物
を
展
示

し
ま
す
。
本
物
の
飾
り
な
ど
を
身
近
に
見
学
で
き
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

と　

き　

第
１
期　

10
月
13
日
㈪
～
11
月
16
日
㈰

　
　
　
　

第
２
期　

11
月
24
日
㈪
～
12
月
14
日
㈰

と
こ
ろ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
衆（
市
社
会
福
祉
協
議
会
隣
）

　

３
丁
目
展
示
場
（
３
丁
目
組
合
事
務
所
前
）

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６
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行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２才児向けおはなし会 9日㈭ 午前 11 時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 4･11･25 日㈯ 午後 3 時～

図書館講座
▶ 1 日㈬ 午前 10 時 30 分～…文学講座「朗読と映像で読む山本周五郎著『雨あがる』(2)」講師：山田章則氏
▶ 15 日㈬ 午前 10 時 30 分～…歴史講座「豊臣秀吉を驚怖させた梅北ノ乱と佐敷城番頭坂井善左衛門の末裔松井家

に仕える」講師：松山丈三氏

ジョブカフェによる就活相談会 6 日㈪・20 日㈪ ( 求人情報誌発行日 ) 午前 10 時～正午　ところ：1 階談話コーナー
あかちゃん向けおはなし会

（赤ちゃん広場）
20 日㈪ 午前 10 時 30 分～
27 日㈪ 午後 2 時 30 分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会 4･11･18･25 日㈯ 午後 2 時～ 語り手：第 1･2･3 週 図書館員、第 4 週 山猫軒
あかちゃん向けおはなし会

（おはなしぴよぴよ）
3 日㈮ 午前 11 時～
17 日㈮ 午後 3 時～ 対象：0 歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 5 日㈰ 11･25 日㈯ 午後 2 時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ
ジョブカフェによる就活相談会 7日㈫・21 日㈫  午前 10 時～正午　ところ：学習コーナー奥

　施設点検休館日　市立図書館本館：22 日㈬、せんちょう図書館：14 日㈫、かがみ図書館：16 日㈭

▶ 1 日㈬ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 2 日㈭ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 6 日㈪ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 7 日㈫ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 8 日㈬ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　   ▶ 9 日㈭ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 14 日㈫ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園　　　  ▶ 15 日㈬ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地
▶ 16 日㈭ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 20 日㈪ 13:15 八竜小 14:10JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 24 日㈮ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　  ▶ 27 日㈪ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 28 日㈫ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 きぼうの里たいよう　▶ 29 日㈬ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 30 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　    ▶ 31 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて 15 日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎ 32-3385　せんちょう図書館☎ 46-1901　かがみ図書館☎ 52-5567

図 書 館 催し物案内（10月）
「めくる めぐる 本の世界」
秋の読書週間2014　10 月 27 日㈪～ 11 月 9 日㈰

午前 9 時 30 分～午後 6 時（土日祝午後 5 時）

市
立
図
書
館
本
館
せ
ん
ち
ょ
う

図
書
館
か
が
み
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

◆市立図書館本館◆
■空飛ぶ乗り物を作ろう！
　～でっかい夢を抱こう！～
と　き　10月26日㈰　午後2時～3時30分
ところ　市立図書館本館　２階大集会室
対　象　幼児、小・中学生
　　　　要申込み　先着 25 人

児童書のなかでも特に人気のある「飛行
機」や「ロケット」をペーパークラフト
で作ってみよう。

■図書特別展示
と　き　10 月 23 日㈭～ 11 月 24 日㈪

「図書館ベストコレクション」
図書館でよく読まれている本をランキン
グにして展示。また、芥川賞・直木賞・
本屋大賞など有名な文学賞の受賞作品を
紹介します。
話題になった本を読んでみませんか。

「文豪の世界へいらっしゃい！
　～古典文学、純文学に触れてみよう！～」

文豪と言われている人の図書を読んで、読
書のおもしろさを再発見してみましょう。

「寒～い冬が訪れる前に楽しみませんか？」
■リサイクル本・雑誌の無料配布
と　き　11 月 8 日㈯　午前９時 30 分～
ところ　市立図書館本館　ロビー

保存年限の過ぎた本・雑誌を１人５冊まで無
料配布します。なくなり次第終了します。

問合せ　図書館本館☎ 32-3385　

◆せんちょう図書館◆
■読書週間おはなし会
　「彦一ばなし」＆工作教室
と　き　11月2日㈰　午後2時～3時30分
出　演　ネット八代

八代にはかかせない彦一さんのおはなし
と、「遠眼鏡」をつくってみよう。

■図書特別展示
と　き　10 月 25 日㈯～ 11 月 24 日㈪

「せんちょう図書館ランキング」
せんちょう図書館で貸出回数の多い本を
ランキングにして展示。

「文学賞受賞作品」
芥川賞・直木賞・本屋大賞など有名な文
学賞の受賞作品を紹介します。新たな作
家を探してみませんか。

「時代小説作家特集！」
若手の時代小説作家から有名時代小説作
家までの人気時代小説を展示します。

■リサイクル本・雑誌の無料配布
と　き  10 月 25 日㈯　午前 9 時 30 分～ 
ところ　せんちょう図書館　玄関

保存年限の過ぎた本・雑誌を１人３冊まで無
料配布します。なくなり次第終了します。

問合せ　せんちょう図書館☎ 46-1901

◆かがみ図書館◆
■読書週間おはなし会
と　き　10 月 26 日㈰　午前 11 時～

ところ　おはなしの部屋（館内）
出　演　おはなしサークル　ぐるんぱ
内　容　絵本の読み聞かせやパネルシアターなど
■図書特別展示
と　き　10 月 25 日㈯～ 11 月 24 日㈪

「話題の本ランキング」
かがみ図書館で貸出、リクエスト回数の多
かった話題の本をランキング形式で展示。

「涙の数だけ大きくなれる！」
感傷に浸りたくなる秋に「泣ける」「感動
する」本を集めて展示します。今年の秋は、
この本で涙のスイッチを入れよう。

■特別展示「読書の木」
と　き　10 月 25 日㈯～ 11 月 24 日㈪

葉っぱの形の用紙に名前と本のタイトル、
感想を書いて木に貼って、たくさんの葉
でいっぱいの読書の木を育てよう。

■リサイクル本・雑誌の無料配布
と　き　11 月 1 日㈯　午前９時 30 分～
ところ　かがみ図書館　玄関前

保存年限の過ぎた本・雑誌を１人３冊まで無
料配布します。なくなり次第終了します。

■ミニ工作教室
　「オリジナルのしおりをつくろう！」
と　き　11 月 1 日㈯～ 3 日㈪
ところ　児童図書コーナー（館内）

自分だけのオリジナルしおりを作りません
か。参加自由です。材料などは準備します。

問合せ　かがみ図書館☎ 52-5567
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そ
の
他

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験

を
活
か
し
て
開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生
活
し
、

相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
現
地
の
国
づ
く
り
へ
の

協
力
活
動
を
展
開
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
秋
募
集
が
、
10
月
１
日
㈬
～
11
月
４
日
㈫
に

　
熊
本
県
内
装
飾
古
墳

　
一
斉
公
開
（
秋
季
）

　

熊
本
県
に
は
、
全
国
最
多
の
装
飾
古
墳
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。
今
回
、
県
と
関
係
市
町
村
が

協
力
し
て
、
県
内
の
装
飾
古
墳
を
一
斉
に
公
開
し
ま

す
。
市
内
で
は
、
日
奈
久
新
田
町
に
あ
る
熊
本
県
指

定
史
跡
「
田た

の
か
わ
ち

川
内
１
号
墳
」
を
公
開
し
ま
す
。
当
日

は
、
職
員
の
案
内
で
古
墳
の
内
部
に
入
っ
て
装
飾
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

10
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

集
合
場
所　

日
奈
久
新
田
町
公
民
館
田
之
川
内
分
館

（
新
田
町
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
（
事
前
申
込
み
不
要
）

・
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

・
古
墳
内
に
入
る
際
に
は
、
案
内
者
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　
携
帯
電
話
が
使
え
る

　
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

市
で
は
携
帯
電
話
事
業
者
と
協
力
し
て
、
携
帯
電

話
が
通
じ
な
い
地
域
の
解
消
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
協
力
を
得
て
、
泉
町
水
梨

地
区
、
坂
本
町
日
光
地
区
で
携
帯
電
話
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

情
報
政
策
課
☎
33
４
１
０
３

　
　
千
丁
町
に
光
回
線
エ
リ
ア
が
拡
大

　
　

超
高
速
通
信
網
の
整
備
促
進
と
し
て
、
千
丁
町
に

光
回
線
の
エ
リ
ア
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
一

部
で
は
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
詳
し
く

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
支
店
☎
０
１
２
０（
１
１
６
）

１
１
６
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

情
報
政
策
課
☎
33
４
１
０
３

　
　
八
代
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

　
　

10
月
20
日
㈪
～
26
日
㈰
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で

す
。

　
　
八
代
駅
前
市
営
駐
輪
場
に
放
置

　
さ
れ
た
自
転
車
な
ど
の
撤
去

　

八
代
駅
前
市
営
駐
輪
場
に
長
期
間
放
置
し
て
あ
る

自
転
車
な
ど
を
八
代
市
営
駐
輪
場
条
例
に
基
づ
き
、

10
月
か
ら
撤
去
の
手
続
き
を
開
始
し
ま
す
。

　

枠
外
に
駐
輪
し
た
自
転
車
や
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の

自
転
車
な
ど
は
、
他
の
利
用
者
や
歩
行
者
の
通
行
に

支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
安
全
な
駐
輪
場
利
用
が

で
き
る
よ
う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
「
注
意
札
」
の
貼
り
付
け
（
10
月
初
旬
）

　
　
　
　

↓
14
日
後

②
「
警
告
札
」
の
貼
り
付
け

　
　
　
　

↓
14
日
後

③
放
置
自
転
車
な
ど
の
撤
去
・
保
管

④
告
示
文
書
の
掲
示

　
　
　
　

↓
30
日
後

⑤
保
管
し
た
放
置
自
転
車
な
ど
の
廃
棄
処
分

問
合
せ　

防
災
安
全
課
☎
33
４
１
１
２

　

国
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
、
要
望
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
無
料
、
秘
密
厳
守
、
事
前
予
約
不
要

と　

き　

10
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

多
目
的

ホ
ー
ル

問
合
せ　

総
務
省
熊
本
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相

談
課
☎
０
９
６
（
３
２
４
）
１
６
６
２

■
「
行
政
な
ん
で
も
相
談
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

と　

き　

毎
月
第
２
・
４
火
曜　

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

市
民
相
談
室

問
合
せ　

市
民
相
談
室
☎
33
４
４
５
２

　
　

市
民
活
動
支
援
課
☎
33
４
４
８
２

実
施
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本
☎
０
９
６

（
３
５
９
）
２
１
３
０
、
I http://w

w
w

.jica.
go.jp

■
体
験
談
＆
説
明
会

と　

き　

10
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館　

４
階
会
議
室

　
　
学
校
給
食
試
食
会
　
参
加
費
無
料

　
　

学
校
給
食
が
子
ど
も
達
に
届
く
ま
で
の
過
程
と
徹

底
さ
れ
た
衛
生
管
理
の
状
況
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

10
月
29
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
大
福
寺
町

２
５
６
１
番
地
１
）

定　

員　

先
着
順
20
人

献
立
名　

カ
ツ
カ
レ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト
和

え
、
牛
乳

対　

象　

市
内
在
住
の
人

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
か
は
が
き
で
10
月
17
日
㈮
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

八
代
市
学
校
給
食
会
事
務
局
〒
８
６
６
‐

０
８
２
７
島
田
町
１
２
９
１
‐
１
☎
32
５
３
７
５

D 

35
４
５
２
１

　
能
を
も
っ
と
楽
し
む
た
め
に

　
能
楽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

11
月
14
日
㈮
開
催
の
八
代
演
能
会
に
先
駆
け
て
、

演
能
会
の
楽
し
み
方
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
す
る

講
座
で
す
。（
参
加
無
料　

第
１
回
は
開
催
済
）

講　

師　

シ
テ
方
金
春
流
・
櫻
間
右
陣
師

第
２
回　

能
「
枕
慈
童
」
鑑
賞
の
手
引
き

と　

き　

10
月
８
日
㈬　

午
後
７
時
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

大
会
議
室
Ａ

第
３
回　

能
楽
鑑
賞
入
門
講
座
「
装
束
に
つ
い
て
」

と　

き　

10
月
30
日
㈭　

午
後
７
時
～

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル　

舞
台

申
込
み　

前
日
ま
で
に
文
化
ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
33
４
５
３
３
へ

・
装
飾
の
保
護
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
古
墳
内
に
は
飲
食
物
の
持
ち
込
み
禁
止
で
す
。

・
古
墳
の
保
存
の
た
め
、
見
学
を
中
断
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
ま
ち
づ
く
り
課
☎
33
４
５
３
３
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８
月
22
日
、オ
リ
ジ
ナ
ル
長
編
映
画
「
マ
ジ
ッ

ク
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
製
作
発
表
の
た
め
に
、
鏡

町
出
身
の
映
画
監
督
遠
山
昇
司
さ
ん
と
横
手
新

町
出
身
で
俳
優
の
米
村
亮
太
朗
さ
ん
が
、
中
村

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
八
代
は
心
の
原
風
景
で
す
。
米
村
さ
ん
の
出

演
シ
ー
ン
は
八
代
で
撮
影
し
た
い
」
と
遠
山
監

督
が
発
言
す
る
と
「
で
き
る
限
り
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
」
と
中
村
市
長
が
応
え
ま
し
た
。
主

演
の
米
村
さ
ん
は
「
ど
こ
に
で
も
い
る
市
井
の

人
を
演
じ
て
い
る
の
で
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
と
思
い
ま
す
」
と
鑑
賞
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

遠
山
監
督
２
作
目
の
長
編
映
画
と
な
り
、
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
で
３
人
の
人
生
が
交
錯
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
。
来
年
１
月
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
、
４

月
に
完
成
の
計
画
で
、
ロ
カ
ル
ノ
国
際
映
画
祭

（
ス
イ
ス
）
な
ど
へ
の
出
品
を
予
定
し
て
お
り
、

一
般
公
開
は
来
年
後
半
以
降
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
17
日
、
旧
宮
地
東
小
学
校
と
周
辺
の
川
で

「
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
４
～
親
子
自
然
体

験
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
～
」
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
49

組
１
５
７
人
の
親
子
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
へ
八
代
か

ら
選
手
を
出
場
さ
せ
よ
う
と「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
育
成
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
７
競
技
20
人
の
強
化
指
定
選
手
が

決
ま
り
、
８
月
28
日
、
八
代
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス

で
八
代
市
強
化
指
定
選
手
指
定
証
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

松
永
松
喜
八
代
市
体
育
協
会
長
か
ら
選
手
一

人
ひ
と
り
に
指
定
証
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
選
手

　

東
陽
町
の
東
陽
交
流
セ
ン
タ
ー「
せ
せ
ら
ぎ
」

の
入
館
者
数
が
９
月
３
日
、
平
成
17
年
２
月
の

開
業
以
来
、
約
９
年
７
カ
月
で
３
０
０
万
人
を

達
成
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
熊
本
市
の
村

上
康
子
さ
ん
。
中
村
博
生
市
長
が
温
泉
入
浴
券

や
地
元
東
陽
町
の
特
産
品
で
あ
る
シ
ョ
ウ
ガ
や

ト
マ
ト
な
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
村
上
さ
ん
は

「
３
０
０
万
人
目
に
な
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」
と
喜
び
「
こ
の
施
設
は
気
軽
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
新
鮮
な
地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
や

温
泉
が
い
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
物
産
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

温
泉
な
ど
が
あ
る
複
合
型
の
施
設
で
す
。
運
営

す
る
東
陽
地
区
ふ
る
さ
と
公
社
の
永
原
辰
秋
代

表
取
締
役
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
可
愛
が
っ
て

も
ら
え
る
施
設
に
し
、
今
後
も
た
く
さ
ん
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲中村市長を表敬した、遠山昇司監督（中央）と主演の米村亮太朗さん（右）

▲会話を楽しみながら竹細工を楽しむ親子

▲八代市強化指定選手に選ばれた児童生徒たち▲300万人目の村上康子さん（左から2番目）

八代は心の原風景
郷里を舞台に映画を製作

夏休みは親子で自然体験
キッズチャレンジ 2014

目指せ東京五輪
トップアスリート育成事業

入館者 300 万人達成
八代市東陽交流センター「せせらぎ」
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を
代
表
し
て
陸
上
短
距
離
の
深
川
恵え

み充
さ
ん
が

「
一
歩
一
歩
力
を
付
け
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
栄

養
管
理
」
と
題
し
た
食
事
指
導
会
が
行
わ
れ
、

管
理
栄
養
士
の
牧
尾
光
子
さ
ん
が
、
栄
養
フ
ル

コ
ー
ス
の
食
事
が
持
久
力
、集
中
力
、瞬
発
力
を

発
揮
す
る
の
に
必
要
で
あ
る
と
講
義
し
ま
し
た
。

※
平
成
26
年
度
の
八
代
市
強
化
指
定
選
手
は
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
の「
ま
ち
の
わ
だ
い
」に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
市
教
育
委
員
会
の
主
催

で
、
親
子
が
一
緒
に
時
間
を
過
ご

し
体
験
す
る
こ
と
で
、
驚
き
や
感

動
を
共
有
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
回
は
竹
細
工
体
験
や
魚
の
つ

か
み
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
竹
細
工
体
験
で
は
、
日
常
生

活
で
使
え
る
箸
や
器
、
突
き
鉄
砲

を
作
製
。
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
使

い
慣
れ
て
い
な
い
小
刀
に
苦
戦
し

て
い
ま
し
た
が
、
親
や
地
元
住
民

に
よ
る
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
り

上
げ
ま
し
た
。
宮
地
小
学
校
２
年

の
緒
方
愛あ

き姫
さ
ん
は
「
竹
が
堅
く

小
刀
で
削
る
の
が
大
変
で
し
た

が
、
今
日
作
っ
た
箸
を
早
速
使
い

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

全国小学生ABCバドミントン大会さわやかヤングステージ八代塗装・防水組合がボランティア塗装

▲懸命にシャトルを打ち込む
　山口竜蔵くん（KTジュニア）▲仕上げにペンキを塗って完成

▲アメックスダンスチーム華紅羅の躍動感ある
　ダンス

　

第
15
回
全
国
小
学
生
Ａ
Ｂ
Ｃ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

が
８
月
15
日
か
ら
３
日
間
、
市
総
合
体
育
館
と
東
陽

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各
都
道
府
県
の
代

表
３
２
６
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
八
代
市

で
開
催
さ
れ
た
の
は
今
年
で
８
回
目
で
す
。

　

八
代
市
か
ら
は
田
中
佐さ

彩あ
や

さ
ん（
代
陽
小
４
年
）、

　

市
内
の
塗
装
業
者
な
ど
で
組
織
す
る
八
代
塗
装
・

防
水
組
合
の
組
合
員
16
人
が
、
８
月
23
日
に
千
丁
小

学
校
で
遊
具
な
ど
の
塗
装
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
地
域
へ
の
奉
仕
活
動
と
し
て

市
内
の
小
・
中
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
10
年
以
上
前

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
、
さ
び
付
き
や
腐
食
が
目
立
つ
鉄
棒
や

う
ん
て
い
な
ど
の
さ
び
を
電
動
サ
ン
ダ
ー
な
ど
で
落

と
し
、
さ
び
止
め
を
塗
っ
た
後
に
ペ
ン
キ
を
丁
寧
に

塗
っ
て
い
き
ま
し
た
。作
業
は
手
際
よ
く
進
め
ら
れ
、

さ
び
付
い
て
色
が
剥
が
れ
落
ち
て
い
た
遊
具
は
見
る

見
る
色
鮮
や
か
な
姿
に
変
身
し
ま
し
た
。

山
口
竜
蔵
く
ん（
八
竜
小
４
年
）、田
上
翔と

わ和
く
ん（
松

高
小
３
年
）が
熊
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、全
国
の

強
豪
と
対
戦
し
ま
し
た
。
３
選
手
は
惜
し
く
も
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
が
、
熊
本
県
代
表
の
森
山
紗さ

ほ帆
さ
ん

（
菊
陽
町
）が
女
子
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

８
月
23
日
、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
「
第

16
回
さ
わ
や
か
ヤ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
」
が
行
わ
れ
、
市
内

の
高
校
生
や
地
域
婦
人
会
な
ど
８
組
が
箏
曲
や
ダ
ン

ス
、
書
道
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
、犯
罪
の
な
い
社
会
を
築
く
こ
と

を
目
指
し
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の
一
環
で
す
。

法
務
省
熊
本
保
護
観
察
所
の
川
田
香
所
長
が
「
自
分
に

何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
、
行
動
に
移

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
の
華
麗
で
力
強
い
ダ
ン
ス
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
家
族
４
人
で
暮
ら
し
て
い
る
重

正
さ
ん
。
８
人
き
ょ
う
だ
い
の
３
番
目
と

し
て
八
千
把
で
生
ま
れ
育
ち
徳
敬
寺
の
15

代
目
住
職
に
。
結
婚
後
４
人
の
子
ど
も
を

授
か
り
ま
し
た
。
37
歳
の
時
に
保
育
園
の

認
定
を
受
け
八
千
把
保
育
園
を
開
園
し
ま

し
た
。
趣
味
の
囲
碁
を
80
歳
ぐ
ら
い
ま
で

楽
し
ん
だ
と
い
う
重
正
さ
ん
の
長
寿
の
秘

訣
は
「
タ
ン
パ
ク
質
と
野
菜
を
と
り
、
毎

朝
一
杯
の
お
茶
を
飲
む
こ
と
」。

土
は ぶ

生 重
ちょうしょう

正 さん
（上野町）

大正３年９月５日生

100 歳おめでとうございます

吉田 マスエさん
（萩原町２丁目）

大正３年９月５日生
　

現
在
、
次
男
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
る
マ

ス
エ
さ
ん
。
坂
本
町
で
８
人
き
ょ
う
だ
い

の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
後
は

萩
原
町
で
夫
と
と
も
に
竹
小
舞
（
土
壁
の

下
地
に
使
う
細
い
竹
）
を
手
作
業
で
編
み

込
む
仕
事
で
生
計
を
立
て
、
６
人
の
子
ど

も
を
育
て
ま
し
た
。
着
物
着
付
け
が
上
手

で
み
ん
な
に
喜
ば
れ
た
と
い
う
マ
ス
エ
さ

ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
「
ス
ト
レ
ス
や
悩
み

を
た
め
ず
に
過
ご
し
て
き
た
か
ら
」。

　

９
月
４
日
、
麦
島
公
民
館
で
市
民
教
育
講
座

「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
60

歳
以
上
の
男
女
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
「
お
金
を
か
け
な
い
、

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
」
が

３
原
則
。マ
ー
ジ
ャ
ン
は
常
に
耳
目
口
と
手
先
、

頭
を
使
っ
て
考
え
る
ゲ
ー
ム
で
あ
る
た
め
、
健

康
維
持
や
老
化
・
認
知
症
予
防
、
ま
た
仲
間
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

生
涯
学
習
課
が
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
熊
本
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
協
会
の

築
地
孝
昭
理
事
長
か
ら
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
と
の

違
い
や
ル
ー
ル
、牌
の
種
類
な
ど
を
学
ん
だ
後
、

麻
雀
牌
を
使
っ
て
あ
が
り
の
組
み
合
わ
せ
を

作
っ
た
り
、ゲ
ー
ム
の
練
習
を
し
ま
し
た
。最
初

は
固
い
表
情
だ
っ
た
参
加
者
も
、実
践
に
入
る

と
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
来
年
２
月
ま
で
毎
週
木
曜
日
に

全
24
回
行
わ
れ
ま
す
。

▲インストラクター（中央）からアドバイスを受けながら牌を並べる参加者

マージャンで健康・仲間・生きがいづくり
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長年にわたる献血に感謝始まるよぉ! 九月は日奈久で山頭火

日奈久十五夜綱引き邦楽入門コンサート

日奈久街並み再発見

郡築汐風かかし大会

▲左から、石澤消防長、中村市長、井上総務課長、
　後列は本田さん

▲くまモンと一緒に山頭火イベントの紹介

▲綱を引き合う地元の人たち

▲漁業や旅館用の氷室として使われていた日奈久
　に残るレンガ倉庫を見学

▲出来栄えを観察し、気に入ったかかしの番号
　を投票用紙に記入する児童

　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
が
献
血
功
労
団

体
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
か
ら
表
彰
を
受
け
、
８
月
25

日
、
市
役
所
で
中
村
市
長
か
ら
表
彰
の
伝
達
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
７
月
10
日
に
愛
知
県
で
行
わ
れ
た
「
第
50

回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
」で
、積
極
的
な
献
血
推
進

活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で

す
。10
年
以
上
の
献
血
に
対
す
る
功
労
で
、日
本
赤
十
字

社
熊
本
県
支
部
長
感
謝
状（
金
枠
）が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

石
澤
修
消
防
長
は
「
個
人
的
に
95
回
以
上
献
血
し
て

い
る
の
で
１
０
０
回
以
上
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
、
第
15
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

が
日
奈
久
温
泉
一
帯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
放
浪
の
俳
人

「
種
田
山
頭
火
」が
日
奈
久
を
訪
れ
た
際
に
「
一
生
動
き

た
く
な
い
」と
日
記
（
行
乞
記
）に
記
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
始
ま
る
よ
ぉ
！

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」
が
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
行

わ
れ
、
関
係
者
や
地
元
住
民
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。絵
手
紙
の
表
彰
式
や
子
ど
も
た
ち
の
発
表
、

山
頭
火
ク
イ
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
、
山
頭
火
に
扮
し
た
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
紹
介
で
は
く
ま
モ
ン
が
登
場

し
、
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
８
日
、
日
奈
久
温
泉
街
で
毎
年
恒
例
の
「
日

奈
久
十
五
夜
綱
引
き
」
が
行
わ
れ
、
地
元
住
民
ら
約

３
０
０
人
が
満
月
の
下
で
綱
を
引
き
合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
明
治
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
行
事
で
、
日
奈

久
の
浜
町
と
下
西
町
の
漁
師
が
綱
を
引
い
て
町
内
を
走

り
、
豊
漁
を
願
っ
て
綱
引
き
を
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

神
事
の
後
、各
町
内
で
作
っ
た
直
径
約
20
㎝
、長
さ
約

20
ｍ
の
網
を
引
き
、温
泉
街
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。最
後

に
日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前
広
場
で
互
い

の
綱
を
結
び
、
綱
引
き
開
始
。「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ

い
」の
掛
け
声
と「
頑
張
れ
」の
声
援
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

９
月
７
日
、
日
奈
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
建
物
を

訪
ね
歩
く「
日
奈
久
街
並
み
再
発
見
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」
実
行
委

員
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
15
回
目
。
市

内
外
か
ら
31
人
が
参
加
し
、
明
治
20
年
創
業
の
「
鏡
屋

旅
館
」
や
明
治
43
年
創
業
の
「
金
波
楼
旅
館
」
な
ど
を

２
時
間
半
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と
散
策
し
ま
し
た
。

　

日
奈
久
温
泉
街
案
内
人
の
会
の
髙
田
榮ひ

で
あ
き昭
さ
ん
の
、

日
奈
久
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
桟
敷
席
が
個
人
所
有
だ
っ
た

こ
と
や
板
壁
を
叩
い
て
力
士
を
応
援
し
て
い
た
こ
と
な

ど
の
話
に
参
加
者
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
宇
城
市

か
ら
参
加
し
た
澤
野
勇
雄
さ
ん
は
「
路
地
の
奥
ま
で
散

策
で
き
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

郡
築
汐
風
か
か
し
大
会
に
出
品
さ
れ
た
手
作
り
か

か
し
15
体
が
郡
築
小
学
校
前
の
学
習
米
田
に
お
目
見

え
し
、
９
月
９
日
、
郡
築
小
学
校
５
・
６
年
生
72
人
が

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
郡
築
汐
風
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

校
区
民
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。
校
区
住
民
に
募
集
し
、
各
町
内
の
子
供
会

や
青
年
団
な
ど
が
応
募
。
趣
向
を
凝
ら
し
て
製
作
さ

れ
た
、
と
ま
ピ
ン
や
今
年
話
題
に
な
っ
た
映
画
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
か
か
し
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。
児

童
は
、
か
か
し
を
の
ぞ
き
込
む
な
ど
し
て
観
察
し
投

票
。
10
月
12
日
の
校
区
民
体
育
祭
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

▲クラス別に箏の合奏に挑戦 　

９
月
９
日
、
八
代
小
学
校
で
邦
楽
グ
ル
ー
プ
「
玉
手

箱
」
に
よ
る
和
楽
器
体
験
「
邦
楽
入
門
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
か
れ
、
全
校
生
徒
３
２
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
化
庁
の
「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
の
育

成
事
業
‐
巡
回
公
演
事
業
‐
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
一
流
の
文
化
芸
術
団
体
が
学
校
を
巡
回
公

演
し
、
将
来
の
芸
術
家
の
育
成
や
国
民
の
芸
術
鑑
賞
能

力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
年
生
の
内
20
人
が
箏こ

と

の
演
奏
に
挑
戦
。「
さ
く
ら
」

を
玉
手
箱
と
合
奏
し
ま
し
た
。
演
奏
し
た
田
中
暖は

る

乃の

さ

ん
は
「
譜
面
を
見
る
と
手
元
を
間
違
え
そ
う
で
大
変
で

し
た
が
、貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。
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郡
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れ
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作
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か

か
し
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体
が
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築
小
学
校
前
の
学
習
米
田
に
お
目
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え
し
、
９
月
９
日
、
郡
築
小
学
校
５
・
６
年
生
72
人
が

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
郡
築
汐
風
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

校
区
民
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。
校
区
住
民
に
募
集
し
、
各
町
内
の
子
供
会

や
青
年
団
な
ど
が
応
募
。
趣
向
を
凝
ら
し
て
製
作
さ

れ
た
、
と
ま
ピ
ン
や
今
年
話
題
に
な
っ
た
映
画
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
か
か
し
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。
児

童
は
、
か
か
し
を
の
ぞ
き
込
む
な
ど
し
て
観
察
し
投

票
。
10
月
12
日
の
校
区
民
体
育
祭
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

◎子育てセミナー
日時／10 月 19 日㈰ 午後 1 時 30 分～ 3 時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／あなたの子育て大丈夫？
　　　－決して自分を責めない子育て－
対象／高校生までの子どもがいる両親
費用／ 200 円（資料代）
講師／倫理研究所
　　生涯局専任講師　橋本多實子氏
問合せ／家庭倫理の会 八代市
　　（林田）☎090-4775-6184

◎二見の米粉のクッキング教室
日時／10 月 15 日㈬ 午前 10 時～午後 2 時
場所／市農事研修センター
内容／二見産の棚田の米粉と旬の農産物

を使ったヘルシークッキング
定員／ 15 人　費用／ 1,500 円
持参品／エプロン、三角巾
申込・問合せ／二見わっしょいファーム
　　　（松下）☎070-6590-0535

◎ぷれジョブに参加してみませんか
日時／放課後　週 1 回　1 時間
場所／地域の協力企業、施設、事業所
内容／チャレンジド（障がいを持つ生徒）が

ボランティアのジョブサポーターの
支援を受けて職場体験をする

対象／チャレンジド小 5 ～高３
費用／約 800 円（年間保険費用）
その他／ジョブサポーター（市民・高大

生）と職場体験プログラムの協力
企業・施設を募集中

申込・問合せ／ぷれジョブ八代☎43-3320

◎中九州短期大学　公開講座
日時／第 1 回：11 月 22 日㈯
　　　①午前 9 時～ 10 時 10 分
　　　② 10 時 30 分～ 11 時 40 分
場所／中九州短期大学
内容／①はじめて学ぶ介護教室（実技有

り）担当：水田哲弥講師　
　　　②『黒子のバスケ』脅迫事件にみ

る新しい時代の犯罪類型“無敵の
人”を考える　担当：川井健次教授

定員／各 30 人　参加無料
申込・問合せ／中九州短期大学☎34-7651

◎熊本労災病院 緩和ケア講演会
日時／10月17日㈮ 午後7時～8時30分
場所／やつしろハーモニーホール
内容／緩和ケア、病棟での治療やケア
講師／磯貝雅裕 御幸病院緩和ケア診療部長
対象／一般の人、医療関係者
定員／ 70 人　入場無料
申込・問合せ／熊本労災病院
　　　　　地域医療連携室☎ 33-4151

◎ジョイントコンサート
日時／10月19日㈰ 午後2時開演
場所／厚生会館
内容／混声合唱組曲“球磨川”など
費用／チケット 1,000 円
女声合唱やつしろ（靏池）☎ 32-2042　
合唱団からたち（閘）☎ 32-7704
八代メンネルコール（平野）☎ 33-1236

◎バスハイク参加者募集
日時／10月26日㈰ 市役所午前7時出発
場所／久住山系・星生山
内容／秋の紅葉を楽しみながら山に登りませんか
対象／山やウォークが好きな人　初心者歓迎
費用／3,500円 小学生2,000円（保険、入浴代込）
申込・問合せ／八代山の会 谷川☎ 38-1300

◎「土地月間」不動産無料相談会
日時／10月31日㈮ 午前10時～午後3時
場所／市役所 1 階ロビー
内容／土地評価、不動産に関する無料相談
問合せ／熊本県不動産鑑定士協会
　　　☎ 096-385-5020

◎浄化センターを見学して堆肥をゲットしませんか
日時／10月7日㈫～17日㈮ 平日午前10

時～午後3時（昼食時間は休み）
場所／八代北部浄化センター（鏡町芝口）
内容／下水汚泥・鶏糞・生ごみなどを発酵させたバー

ク堆肥 20ℓ袋 3 袋を進呈。当日在庫分のみ
対象／八代市、氷川町、宇城市在住の人
定員／１日約 60 人　費用無料
問合せ／八代北部浄化センター☎ 67-7335

◎第 16 回 八代更生病院ふれあい祭り
日時／10月18日㈯ 午前10時開場
場所／八代更生病院
内容／屋外ステージ、露店、子ども抽選会、大抽選

会（抽選券は会場受付で配布）駐車場あり
入場無料
問合せ／八代更生病院☎ 33-4205

◎八代支援学校 秋祭り
日時／10月26日㈰ 午前９時30分～午後2時30分
場所／八代支援学校
内容／販売活動、ステージ発表、各種団体

による出店、校舎落成記念式典、「人
権の花運動」イベント　入場無料

問合せ／八代支援学校☎ 32-3251

◎りんどうバドミントンクラブ 部員募集
日時／毎週水・金曜 ①午前10時～正午
　　　②午前 10 時～午後 1 時
場所／市総合体育館
費用／月：① 1,000 円② 1,500 円（入会金 1,000 円）
問合せ／宮本☎ 090-1369-8899

◎一日体験入園
日時／10月28日㈫ 午前10時～11時30分
場所／認定こども園 聖愛幼稚園
内容／おもちゃ作り　園児とのふれ合い遊び
対象／満 2 歳児以上　定員／ 15 人
費用／無料　要電話予約　当日申込可
問合せ／聖愛幼稚園☎ 32-3303

◎ 11 月特別講演会「木久蔵流、笑うが一番」
日時／11月5日㈬ 午後7時～
場所／八代ホワイトパレス
講師／落語家　二代　林家木久蔵氏
入場無料　要整理券
問合せ／八代地方法人会☎ 32-1393

◎代陽着付けクラブ（代陽公民館講座）
日時／毎月第１・２火曜 午後2時～3時30分
場所／代陽公民館
内容／普段着から礼装まで。仮紐 2 本

を使い帯を傷めない帯結び。着物
持参。

定員／ 10 人　費用／月 1,500 円
問合せ／小嶋☎ 35-9726

◎脳卒中者友の会「八代しらさぎ会」会員募集
内容／会報発行や旅行などの行事、親睦
会を行っています
対象／脳卒中者とその家族、賛助者
費用／年 2,000 円
問合せ／福本☎ 33-7977 伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・

愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 12月号の掲載申込締切は、10/27 ㈪です。

伝言板

◎第3回メルシャン八代不知火蔵 開放祭 ～感謝をこめて～
日時／10月26日㈰ 午前11時～午後3時
場所／メルシャン八代工場
内容／不知火蔵見学、抽選会、試飲、もっ
　　　こすファイヤーお笑いショーなど
参加無料（飲食は有料）
その他／駐車場完備。市街循環バスもご利用ください。
問合せ／メルシャン総務部☎32-5121

◎末吉駿一氏講演会
妙見祭をその日だけに終わらせないために、ガンバレ八代！
日時／10月14日㈫ 午後6時30分
場所／八代ホワイトパレス
内容／妙見祭を１つの軸に観光振興を語る
講師／末吉駿一 末吉歴史文化研究所長
定員／ 150 人程度　入場無料
申込・問合せ／八代火曜日会
　　　　　　　（藤門）☎090-1870-3804

◎無料調停相談会
日時／10月4日㈯ 午前10時～午後3時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／多重債務、損害賠償、土地の境界、
　　　離婚、慰謝料、相続などの調停手続
費用／無料　予約不要　秘密厳守
問合せ／八代調停協会☎32-2175（裁判所内）

◎遺言・相続・許認可 無料相談会
日時／10月5日㈰ 午前10時～午後3時
場所／ゆめタウン八代
費用／無料　予約不要
問合せ／熊本県行政書士会 八代支部
　　　鶴田事務所☎34-1628

◎子羊文庫30 周年記念「大人のためのおはなし会」
日時／11月3日㈪ 午後2時～4時
場所／八代ホワイトパレス
対象／中学生～大人　費用／無料
問合せ／子羊文庫 早木☎34-5761

◎「暴走する生命」映画上映会
日時／10 月 27 日㈪ 午前 10 時～
場所／やつしろハーモニーホール
内容／八代で遺伝子組み換えナタネやトウモロ

コシの自生が見つかっているのをご存じ
ですか？日本の食と農を守るためにでき
ることを一緒に考えましょう。当日はトー
クセッションも予定。

定員／ 100 人　費用／ 500 円
問合せ／グリーンコープ生協くまもと
　　　県南地域本部☎34-4211
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秋
の
五
家
荘
へ
の
誘
い

　
　
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
五
家
荘
の
魅
力
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

■
五
家
荘
の
日

と
　
き　

10
月
５
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

と
こ
ろ　

振
興
セ
ン
タ
ー
五
家
荘
（
椎
原
１
４
８
）

内
　
容　

久
連
子
古
代
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
披　

　
　
　

露
、山
の
暮
ら
し
体
験
、ゴ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー

　
　
　
　

な
ど

■
左
座
家
茶
会

と
　
き　

10
月
19
日
㈰

と
こ
ろ　

左
座
家
（
仁
田
尾
64
）

内
　
容　

お
茶
会

■
緒
方
家
イ
ベ
ン
ト

と
　
き　

10
月
19
日
㈰

と
こ
ろ　

緒
方
家
（
椎
原
46
）

内
　
容　

五
家
荘
伝
統
芸
能
の
披
露

■
平
家
の
里
　
琵
琶
と
夜
神
楽

と
　
き　

10
月
19
日
㈰

と
こ
ろ　

五
家
荘
平
家
の
里
（
樅
木
１
６
０
‐
１
）

内
　
容　

平
家
琵
琶
、
樅
木
神
楽
、
樅
木
婦
人
会
舞

　
　
　

踊

■
五
家
荘
紅
葉
祭
　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
　
き　

10
月
25
日
㈯

と
こ
ろ　

せ
ん
だ
ん
轟
駐
車
場
（
柿
迫
）

内
　
容　

五
家
荘
紅
葉
祭
出
発
式
、
吹
奏
楽
、
伝
統

　
　
　

芸
能

問
合
せ　

泉
支
所
総
務
振
興
課
☎
67
２
１
１
１

　
　
　
　

五
家
荘
観
光
案
内
所
☎
36
５
８
０
０

第 33 回

せんちょう い草の里まつり
　“い草発祥の地”千丁町。八代地域の産業振興を図るた
め「せんちょうい草の里まつり」を開催します。
　2012 年 NHK のど自慢グランドチャンピオン 徳永ゆ
うきさんの歌謡ショーや郷土芸能などのステージに加え、
会場内では様々なイベントを予定しています。さらに今回
から「い草の里ウォーク」も同時開催するなど、子どもか
ら大人まで楽しめます。

  10 月 19 日㈰  午前 9 時 30 分～午後３時 30 分
　いぐさの里公園（千丁支所西側）
　問合せ　せんちょうい草の里まつり実行委員会事務局
　　　　　☎46-1101（千丁支所総務振興課内）

秀岳館雅太鼓、葦北鉄砲隊演武、千丁中吹奏楽部

Mr. ハッキー、銭太鼓、い製品品評会表彰式

子どもカラオケ大会、徳永ゆうきステージ

い草・い製品品評会出品物展示

い草みこし、こどもみこし

野点、餅つき、花ござ手織り機体験、木工教室

ミニ畳作り、い草輪投げ、い草コースター射的

い草料理コーナー、プレミアム商品券発売

ガラポン、お楽しみ福引抽選会
石匠太鼓演奏、東陽小学校児童出演

しょうが料理試食（ＪＡやつしろしょうが部会）

「MICA」ライブショー、流し踊り（東陽婦人会）

くまモンショー

園児みこし（河俣保育園、太陽保育園）

しょうがみこし

しょうが祭品評会表彰式、生姜オークション

「さくらまや」歌謡ショー

お楽しみ抽選会

　昭和 50 年に始まった東陽町の特産品である生姜の収穫
祭。生姜をはじめとする農産物や加工品などを販売します。
生姜菓子のおもてなしや、生姜料理の試食会も実施します。
　ステージでは、カラオケクイーン「さくらまや」やシン
ガーソングライター「MICA」の歌謡ショー、豪華賞品が
当たるお楽しみ抽選会、生姜のオークション販売など、イ
ベントが盛りだくさん。くまモンもやって来ます。
　
  10 月 26 日㈰  午前 8 時 30 分～午後３時
　石橋公園（東陽交流センターせせらぎ横）

※昨年から会場を変更しています。ご注意ください。
　臨時駐車場　東陽運動公園（無料シャトルバスを運行）
　問合せ　東陽しょうが祭運営委員会　☎65-2111
　　　　　（東陽支所総務振興課内）

第 40 回   東陽しょうが祭
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